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表紙 ： 「産業まつり （第５代ゆず娘コンテスト）」
ぼくらのキャンパス （光山小学校）

歴史散歩 （毛呂山合併ヒストリー～巻の１～）

わだいの特選 （産業まつりほか）

井上町長新年のあいさつ

町県民税 ・所得税等の申告のお知らせ



　

さ
て
、
私
が
町
長
に
就
任
し
、
早
い
も

の
で
１
期
目
の
４
年
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
町
長
選
挙
の
際
に
皆
さ
ま

に
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
政
策
・
公
約 

は
、約
９
割
の
達
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
議
会
議
員
各
位
の
ご
指

導
を
賜
り
な
が
ら
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
行
政
運
営
に
努
め
て
き
た
成
果
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
皆

さ
ま
の
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
が
あ
る
か
ら
進
め
て
こ
ら

れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は

改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
平
成
26
年
の

　

 

毛
呂
山
町
を
振
り
返
っ
て

１
月　
「
成
人
の
つ
ど
い
」
が
、
ウ
ィ
ズ

も
ろ
や
ま
の
耐
震
補
強
工
事
の
関
係
か
ら

初
め
て
中
央
公
民
館
と
東
公
民
館
の
２
会

場
で
開
催
さ
れ
、
両
会
場
と
も
落
ち
着
き

の
あ
る
厳
粛
な
る
成
人
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

２
月　

関
東
地
方
は
未
曾
有
の
大
雪
に
み

ま
わ
れ
、
本
町
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
施
設
栽
培
農
家
で
は
、

壊
滅
的
被
害
と
な
り
、
毛
呂
山
町
か
ら
近

隣
市
町
の
首
長
に
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
埼
玉
県
知
事
に
対
し
て
「
国
・
県

に
よ
る
連
携
し
た
再
建
支
援
」
の
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
国
・

県
・
市
町
村
の
支
援
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

３
月　

平
成
25
年
度
事
業
と
し
て
旭
台
保

育
園
の
園
庭
拡
幅
を
計
画
し
、
園
舎
に
隣

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
新
し
い
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
ま
も
な
く
４
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
昨
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
数
々
の
自
然
災
害
に

驚
か
さ
れ
た
１
年
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

２
月
に
関
東
地
方
を
襲
っ
た
大
雪
か
ら

は
じ
ま
り
、
８
月
の
豪
雨
で
は
広
島
市
に

お
い
て
土
砂
災
害
が
発
生
、
そ
し
て
９
月

に
は
御お

ん
た
け
さ
ん

嶽
山
が
突
然
噴
火
し
、
多
く
の
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
22
日
に
発
生
し
た
長
野
県

白
馬
村
を
中
心
と
し
た
大
地
震
で
は
、
幸

い
に
も
命
を
落
と
さ
れ
た
人
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
す
る
な

ど
、
甚
大
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
町
民
の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
災
害

対
策
を
し
っ
か
り
進
め
る
こ
と
を
、
改
め

て
決
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
政
で
は
、
平
成
27
年
10
月
の
消
費
税

増
税
の
据
え
置
き
を
決
断
し
た
安
倍
首
相

が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る
国
民
か
ら

の
信
託
を
得
る
た
め
に
、衆
議
院
を
解
散
、

12
月
14
日
に
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
実
施

さ
れ
、
そ
の
結
果
、
自
・
公
連
立
政
権
と

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
継
続
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
更
な
る
財
政
支
援
策
を
推

し
進
め
、
国
民
生
活
に
良
い
影
響
を
及
ぼ

す
よ
う
な
国
の
舵
取
り
を
進
め
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
方
が
た
に
対
す
る
支
援
を
継

続
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
毛
呂
山
町

に
お
い
て
も
、
被
災
地
へ
の
支
援
を
継
続

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
や
さ
し
い
町
へ

皆
さ
ま
の
声
が
実
現
す
る
町
を
め
ざ
し
て

皆さまとつくる
まちづくり 謹

賀
新
年

2015未

毛呂山町長　
　　井上　健次

3 広報もろやま　１月１日号 2広報もろやま　１月１日号



■新年のあいさつ

接
す
る
地
権
者
の
暖
か
い
ご
理
解
と
町
議

会
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
３
月

下
旬
に
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

４
月　

国
の
進
め
る
施
策
と
し
て
、
電
気

自
動
車
用
急
速
充
電
器
を
、
役
場
庁
舎
北

側
に
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

工
事
に
伴
い
ま
し
て
、
庁
舎
脇
の
障
害
者

専
用
駐
車
場
の
整
備
も
行
い
ま
し
た
。

５
月　

毛
呂
山
小
学
校
の
安
全
対
策
工
事

が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成
26
年
２

月
25
日
に
、
毛
呂
山
小
学
校
１
年
１
組
の

天
井
モ
ル
タ
ル
が
一
部
剥は

く
り離

し
て
落
下
し

た
こ
と
へ
の
緊
急
対
策
工
事
で
す
。

６
月　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
西
入
間
支

部
消
防
団
に
よ
る
消
防
操
法
大
会
が
実
施

さ
れ
、
毛
呂
山
消
防
団
第
１
分
団
が
優
勝

し
ま
し
た
。
ま
た
他
の
毛
呂
山
消
防
団
も

上
位
入
賞
を
果
た
し
、
毛
呂
山
町
の
消
防

行
政
の
高
さ
が
際
立
ち
ま
し
た
。

７
月　

新
し
い
観
光
事
業
の「
花
蓮
広
場
」

に
お
い
て
「
光
明
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
皆
さ
ま
に
幻
想
的
な
花
蓮
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８
月　

地
元
毛
呂
山
町
出
身
の
瀬
戸
大
也

選
手
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル

ド
コ
ー
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
パ
ン
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
水
泳
選
手
権
大
会
２
０
１
４
に

お
い
て
、
２
０
０
メ
ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ

で
、
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

９
月　

一
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
川
角

中
学
校
の
大
規
模
改
造
工
事
が
完
了
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
毛
呂
山
中
学
校
の
改
造

工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

10
月　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
の
耐
震
補
強
工

事
が
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
と
外
装
改
修
工

事
と
と
も
に
完
了
し
、
10
月
１
日
よ
り
全

て
の
施
設
の
利
用
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
ろ
丸
く
ん
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
ぼ
く
の
愛
す
る
ゆ
ず
の
里
」
が
決
定
し
、

併
せ
て
職
員
が
考
案
し
た
ダ
ン
ス
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

11
月　

毛
呂
山
中
学
校
と
川
角
中
学
校
の

両
校
に
、エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
中
学
校
に

お
け
る
教
室
の
環
境
設
備
を
整
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

12
月　

第
３
回
毛
呂
山
そ
ば
ま
つ
り
が
５

団
体
の
参
加
で
、
大
類
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
年
の
主
な
事
業
に
つ
い
て

道
路
整
備
事
業　

町
施
行
の
都
市
計
画
道

路
「
野
久
保
線
事
業
」
の
工
事
も
、
３

月
ま
で
に
全
て
が
終
了
い
た
し
ま
す
。

町
で
は
今
後
、
町
施
行
の
都
市
計
画
道

路
に
お
い
て
は
し
ば
ら
く
着
手
せ
ず
、

地
域
を
結
ぶ
生
活
道
路
の
改
良
工
事
を

優
先
し
て
ま
い
り
ま
す
。

川
角
駅
周
辺
整
備
事
業　

昨
年
中
に
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
順
調
に
進
み
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
段
階

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
東
武

鉄
道
や
近
隣
の
大
学
・
高
校
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
丁
寧
に
将
来
の

町
づ
く
り
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

高
齢
者
支
援
事
業　

福
祉
施
策
で
は
、
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
受

け
、
教
育
施
設
な
ど
の
環
境
整
備
が
進

め
ら
れ
た
こ
の
４
年
間
で
し
た
。
教
育

環
境
の
整
備
は
、
継
続
し
て
進
め
て
ま

い
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社

会
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介

護
・
看
護
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
で
す
。
健
康
増
進
施
策
や
検

診
、
疾
病
予
防
事
業
も
重
要
と
考
え
、

高
齢
者
支
援
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

観
光
事
業　

観
光
施
策
は
、
今
注
目
さ
れ

て
い
る
「
地
方
創
成
」
の
う
え
で
も
重

要
な
も
の
で
あ
り
、
自
然
あ
ふ
れ
る
毛

呂
山
町
の
観
光
事
業
に
お
い
て
は
、
大

き
く
見
直
す
と
き
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

以
上
、
特
筆
で
き
る
施
策
を
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
、

自
然
環
境
が
残
っ
て
い
る
地
方
ほ
ど
「
田

園
回
帰
の
時
代
」
で
あ
り
、「
ピ
ン
チ
が

チ
ャ
ン
ス
の
時
」
と
職
員
と
と
も
に
意
を

強
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
が
オ
ー
ナ
ー
、
私
は
こ

の
町
の
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
支
配
人
）

と
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
、
町
づ
く
り
に
対
し
て
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
が
町
民
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

健
康
で
幸
せ
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

埼玉県消防操法大会で準優勝した
毛呂山消防団第１分団

木質化された川角中学校「産業まつり」でもろ丸くんのテーマ
ソングとダンスを披露
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町県民税 ･ 所得税等の
申告のお知らせ
申告期間　2月16日（月）～3月16日（月）
　還

か ん ぷ  

付 申 告 の 人　２月３日(火)

　年金収入のみの人　２月４日（水）、５日（木）、６日（金）、９日（月）

受付時間　午前９時～11時、午後１時～４時（混雑状況により、午前中に受付をしても相談が午後になる場合があります）

相談場所　毛呂山町役場　２階会議室

問 合 せ　 町 県 民 税 に つ い て／役場税務課町民税課税係ｔ（295）2112内線195・196 

所得税などについて／申告案内コールセンター（申告案内窓口）ｔ（235）9411

◆◆ 町県民税 ･ 還付申告の受付日程表 ◆◆

受 付 日
受 付 地 区 な ど

午前（９時～ 11 時） 午後（１時～４時）

 ２月　３日（火）
還付申告

の人

給与所得者で、医療費控
こうじょ

除または住宅借
かりいれきん

入金等特別控除の対象となるため、所得税の還付申

告をする人

２月４日・５日・６日・９日の受付地区は、大字（町名）です

２月　４日（水）

年金収入

のみの人

大字岩井・下川原、平山、岩井東 大字小田谷・苦林、中央

２月　５日（木） 大字大谷木・前久保、南台 大字西戸・葛貫・毛呂本郷

２月　６日（金） 大字旭台・市場、若山 前久保南

２月　９日（月） 大字川角・長瀬、岩井西
大字阿諏訪・大類・権現堂・宿谷・滝ノ入・西大久保・

箕和田、目白台

２月 16 日以降の受付地区は、行政区です

２月 16 日（月） 上町、中町、毛呂病院ケアハウス 下町、金塚、埼玉医大、ジョイム毛呂山

２月 17 日（火） 東雲、小田谷、西裏団地 平山、平山ニュータウン

２月 18 日（水） 前久保 岡本団地、いわい団地、ゆずの木台

２月 19 日（木） 沢田 大師二区、シャルマンコーポ毛呂山自治会

２月 20 日（金） 大師一区 長瀬一区、総庭団地

２月 21 日（土） 指定日に来られない人

２月 23 日（月） 長瀬二区、双葉団地 長瀬三区、第六団地、第九団地

２月 24 日（火） 滝ノ入、杉ノ入団地 阿諏訪

２月 25 日（水） 大谷木、宿谷、権現堂 葛貫、日生団地

２月 26 日（木） 第一団地１区～３区、第四団地 第一団地４Ａ区～５区、第七団地、第十三団地

２月 27 日（金） 第二団地１区～３区 第二団地４区～６区、第五団地、西原団地

2 月 28 日（土） 指定日に来られない人

3 月　2 日（月） 第三団地 毛呂山台

３月　3 日（火） 角木団地 学園台、日化団地、旭台団地（北・南）

３月　4 日（水） 川角、玉林寺 むさし野自治会、谷端団地

３月　5 日（木） 西大久保 旭台、旭台 ( 大 )、大類、苦林

３月　6 日（金） 下川原 西戸、東原団地

３月　9 日（月） 市場、新南台自治会 箕和田、目白台自治会

３月 10 日（火）

指定日に来られない人

３月 11 日（水）

３月 12 日（木）

３月 13 日（金）

３月 16 日（月）

申告のご注意!!
次の人は町会場では申告できません。

●土地、家屋、株式、ゴルフ会員権などの譲渡所得のある人

●青色申告の人

●平成25年分以前の申告をする人

●国外に居住する人を扶養している人

●山林所得のある人

●給与所得の特定支出控除を申告する人

5 広報もろやま　１月１日号 4広報もろやま　１月１日号



申
告
は
で
き
る
だ
け
指
定
日
に

　

今
年
も
町
県
民
税
・
所
得
税
等
の

申
告
受
付
が
、
２
月
16
日
月
か
ら
３

月
16
日
月
ま
で
の
期
間
に
行
わ
れ
ま

す
。役
場
で
の
申
告
受
付
は
、
前
ペ
ー

ジ
の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、

会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
や
む

を
得
な
い
場
合
を
除
き
、
で
き
る
だ

け
指
定
日
に
申
告
す
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
役
場
ま
た
は
税
務
署
か
ら
申
告

書
が
届
い
た
人
は
、
必
ず
そ
の
申

告
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日

　

平
日
以
外
の
申
告
受
付
日
を
設
け

ま
し
た
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
毛
呂
山
町
役
場
／
２
月
21
日
土
・

２
月
28
日
土

●
川
越
税
務
署
／
２
月
22
日
日
・
３

月
１
日
日

町
県
民
税
の
申
告

●
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
毛
呂

山
町
に
住
ん
で
お
り
、
次
の
①
～
③

に
該
当
す
る
人
な
ど

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・
家

ご
存
知
で
す
か
？

賃
・
利
子
・
配
当
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
た
人

※
上
場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
や
配
当

所
得
な
ど
確
定
申
告
を
要
し
な
い
所

得
を
確
定
申
告
し
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
算
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ

て
い
な
い
人

③
所
得
の
な
い
人
（
申
告
書
裏
面
の

「
９　

所
得
が
無
か
っ
た
人
の
記

載
欄
」
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ

い
）

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
は
、
16
歳
以
上
の
す
べ
て
の

人
の
申
告
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
7
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
等
の
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
人
は
、
町
県
民
税
の

申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
等
の
申
告

●
申
告
が
必
要
な
人

・
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い
る

人
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の

合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

・
平
成
26
年
中
の
給
与
な
ど
の
収
入

金
額
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

※
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人
の
申
告

は
、
で
き
る
だ
け
税
務
署
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
所
得
の
わ
か
る
書
類

・
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
あ
る
人

は
、
原
則
と
し
て
平
成
26
年
分
の

源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

・
事
業
を
し
て
い
る
人
は
、
収
支
内

訳
書
（
事
前
に
帳
簿
や
領
収
書
か

ら
、
売
上
や
必
要
経
費
を
整
理
、

計
算
し
て
収
支
内
訳
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
）

②
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民
年

金
の
控
除
証
明
書
、
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
領
収
書

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

還
付
申
告

　

給
与
や
年
金
か
ら
所
得
税
等
を
源

泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
は
、
次
に
該

当
す
れ
ば
還
付
申
告
が
で
き
ま
す
。

●
医
療
費
控
除

　

本
人
、
ま
た
は
生
計
を
一
緒
に
す
る 

配
偶
者
や
そ
の
ほ
か
の
親
族
の
た
め

に
、
平
成
26
年
中
に
支
払
っ
た
医
療

費
の
合
計
金
額
か
ら
、
健
康
保
険
な

ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
を
差
し
引

き
、
さ
ら
に
総
所
得
金
額
等
の
５
％

（
10
万
円
が
上
限
）
を
差
し
引
い
た
残

額
が
、
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①
平
成
26
年
分
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

②
平
成
26
年
中
の
医
療
費
の
領
収
書
、 

保
険
金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
額

の
わ
か
る
も
の
（
事
前
に
支
払
っ

た
医
療
費
の
合
計
を
を
計
算
し
て

く
だ
さ
い
）

③
印
鑑

④
申
告
者
本
人
名
義
の
預
金
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

●
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

　

住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
自
己

の
居
住
の
た
め
に
住
宅
を
取
得
、
ま

た
は
増
改
築
な
ど
を
し
た
人
で
、
一

定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
対

象
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
税
制
改
正

に
よ
り
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま

で
の
間
に
入
居
し
た
場
合
、
所
得
税

か
ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
を

引
き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、
住
民
税

（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

※
平
成　

年
か
ら
平
成　

年
ま
で
に

入
居
し
た
場
合
、
国
か
ら
地
方
へ
の

税
源
移
譲
に
と
も
な
い
、
所
得
税
か

ら
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
を
引

き
き
れ
な
か
っ
た
人
は
、
住
民
税
（
所

得
割
）
か
ら
控
除
で
き
る
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
が
、
年
末
調
整
を
済
ま

せ
た
給
与
所
得
者
は
、
住
民
税
の
申

告
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

●
雑
損
控
除

　

雪
害
、
火
災
や
盗
難
な
ど
で
損
害

を
受
け
た
場
合
に
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
寄
附
金
税
額
控
除

　

国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
に
２
千

円
を
超
え
る
寄
附
を
し
た
場
合
に
対

象
に
な
り
ま
す
。

『
給
与
支
払
報
告
書
』
の
提
出

を
お
忘
れ
な
く

　

専
従
者
や
従
業
員
を
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
従
業
員
な
ど
の
住
所

地
の
市
町
村
に
、
平
成
26
年
分
の
給

与
支
払
報
告
書
を
２
月
２
日
月
ま
で

に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
書
の
提
出
が

な
い
と
、
専
従
者
や
従
業
員
は
、
町

県
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

譲
渡
所
得
・
山
林
所
得
の
申
告

は
税
務
署
で
受
け
付
け
ま
す

　

平
成
26
年
中
に
土
地
・
建
物
・
山

林
・
株
式
な
ど
を
譲
渡
や
交
換
し
た

人
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
申
告
は
、
税
務
署
で
行
い

ま
す
の
で
、
日
程
に
従
っ
て
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
青
色
申
告

の
人
は
税
務
署
で
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

21

29

11

18

税務署から　申告のお知らせ
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所
得
税
等
の

確
定
申
告
は
お
早
め
に
！

　

平
成
26
年
分
の
申
告
期
間
お
よ
び

納
付
期
限
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
お
済
ま

せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
な
ど
の
作
成
は
、
便
利
な
国 

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
プ

リ
ン
タ
ー
で
印
刷
し
、
添
付
書
類
と

と
も
に
、
そ
の
ま
ま
郵
送
な
ど
で
税

務
署
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
は
、「
自
分
で
正
し
く
計

算
し
、
期
限
内
に
申
告
・
納
税
す
る
」

と
い
う
制
度
で
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
所
得
税
等
の
確
定
申
告

　

申
告
期
間
／
２
月
16
日
月
～
３
月

16
日
月
ま
で

　

納
付
期
限
／
３
月
16
日
月

●
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

　

申
告
期
限
・
納
付
期
限
／
３
月
31

日
火
ま
で

●
贈
与
税
の
申
告

　

申
告
期
間
／
２
月
２
日
月
～
３
月

16
日
月
ま
で

　

納
付
期
限
／
３
月
16
日
月

※
申
告
書
の
作
成
に
は
、
時
間
を
要

し
ま
す
の
で
午
後
４
時
ご
ろ
ま
で
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
の

混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
を
早
め
に

締
め
切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
川
越
税
務
署
の
駐
車
場
は
狭
い
た

め
た
い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
。
お
車
で

の
来
署
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
川
越

税
務
署
は
、「
Ｊ
Ｒ
南
古
谷
駅
」
か
ら

徒
歩
約
７
分
で
す
。

※
2
月
22
日
日
、
３
月
１
日
日
に
限

り
、
川
越
税
務
署
会
場
の
み
確
定
申

告
の
相
談
・
申
告
書
の
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。
ま
た
作
成
済
の
申
告
書

な
ど
は
、
必
要
書
類
と
と
も
に
、
郵

送
ま
た
は
税
務
署
の
「
時
間
外
文
書

収
受
箱
」
に
投
函
す
る
こ
と
に
よ
り

提
出
で
き
ま
す
。

●
申
告
書
の
送
付
先

〒
３
５
０
―
８
６
６
６
川
越
市
大
字

並
木
４
５
２
―
２
川
越
税
務
署

※
控
の
返
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、

返
信
用
封
筒
（
自
己
宛
名
明
記
の
う

え
、
切
手
貼
付
済
の
も
の
）
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

所
得
税
等
の
確
定
申
告
は

さ
ら
に
使
い
や
す
く
な
っ
た

ｅイ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
! !

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
）
は
、
申
告
や
、
法

定
調
書
の
提
出
、
納
税
証
明
書
の
交

付
請
求
な
ど
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
手
続
き
を
行
え
る

も
の
で
す
。
納
税
に
つ
い
て
も
、
ダ

イ
レ
ク
ト
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し
て
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直
接
電
子
申
告
が

で
き
、
確
定
申
告
書
な
ど
の
各
種
用

紙
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所
得
税

等
の
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
源
泉
徴
収
票
な
ど
は
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略

で
き
ま
す
（
申
告
期
限
か
ら
５
年

間
は
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
。

・
還
付
金
の
早
期
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
情
報
は
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
（
ｈ　

h
ttp

://w
w

w
.e

-ta
x
. 

n
ta

.g
o
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
納
税

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
納
税
さ
れ
る
の
で
、
期
限
に
遅
れ

る
心
配
が
な
く
「
安
全
・
便
利
・
確

実
」
で
す
。

　

手
続
き
は
、
「
口
座
振
替
依
頼
書
」

に
所
定
の
事
項
を
記
入
し
、
税
務
署

ま
た
は
指
定
の
金
融
機
関
に
提
出
す

る
だ
け
で
す
。

●
振
替
納
付
日

　

所
得
税
／
４
月
20
日
月

　

消
費
税
／
４
月
23
日
木

●
還
付
申
告

　

還
付
申
告
を
す
る
人
は
、
本
人
名

義
の
預
金
口
座
へ
の
振
込
み
に
よ
る

還
付
金
の
受
取
り
が
大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

手
続
き
は
、
申
告
の
際
、
銀
行
な

ど
の
金
融
機
関
名
、
預
金
の
種
類
と

口
座
番
号
を
申
告
書
に
記
入
す
る
だ

け
で
す
。

※
銀
行
な
ど
の
統
廃
合
が
あ
っ
た
場

合
は
、
支
店
名
・
口
座
番
号
な
ど
の

変
更
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
住
所
や
姓
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
金
融
機
関
窓
口
で
変
更
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル（
地
下
１
階
）

で
の
還
付
申
告
受
付

期
間　

２
月
12
日
木
～
３
月
５
日
木

午
前
９
時
～
11
時
（
相
談
開
始
時

間
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）
、
午

後
１
時
～
３
時
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

※
混
雑
時
に
は
、
受
付
時
間
内
で
も
、

受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

場
所　

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
地
下
１
階

（
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

※
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
に
は
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。

対
象　

公
的
年
金
等
に
係
る
雑
損
所

得
の
み
の
人
で
医
療
費
控
除
や
社

会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人
、
給

与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
の
申
告

を
す
る
人
、
給
与
所
得
者
で
平
成

26
年
中
に
退
職
を
し
た
な
ど
年
末

調
整
が
お
済
み
で
な
い
人

※
当
会
場
は
、
関
東
信
越
税
理
士
会

川
越
支
部
の
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま

す
。

※
源
泉
徴
収
税
額
の
な
い
人
に
は
、

還
付
す
る
金
額
は
生
じ
ま
せ
ん
。

※
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
、

右
記
以
外
の
内
容
の
人
は
、
税
務
署

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

川越税務署からの
お知らせ

問合せ　 申告案内コールセンター 

（申告案内窓口） 

ｔ（235）9411

※自動音声応答に従い「0」番を

選択してください

川越税務署地図

Ｎ

税務署から　申告のお知らせ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行
に

と
も
な
い
、
こ
れ
ま
で
の
普
通
徴
収

（
納
付
書
納
付
お
よ
び
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
）
に
加
え
、
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納
付
）
が

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

左
記
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
世

帯
主
が
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
新
た
に
特
別
徴

収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、
３
月
下

旬
ご
ろ
に
予
定
額
を
通
知
し
ま
す
。

す
で
に
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
人
は
、
２
月
の
特
別
徴
収
額
と

同
額
を
、
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年

　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
算
定
に
は
、

納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
や
、
そ

の
世
帯
に
属
す
る
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
全
員
の
確
定
申
告
、
ま
た
は

住
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
学
生
や
家
族
の
扶
養
に
入
っ
て

い
る
人
、
お
よ
び
収
入
が
な
い
人
も
、

申
告
が
毎
年
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
の
み
の
収
入
で
勤

務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
人
や
、
平
成
27
年

４
月
１
日
に
お
い
て
16
歳
未
満
で
収

入
の
全
く
な
い
人
は
、
申
告
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

申
告
が
な
い
場
合
は
、
高
額
療
養

費
な
ど
が
正
し
く
計
算
で
き
な
い
だ

け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
税
額
の

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告

方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
の
広
報
の
5

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
税
額
の
軽
減
措
置
に
つ
い
て

　

一
定
基
準
額
以
下
の
収
入
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
納
税
の
負
担
を
減
ら

す
た
め
に
国
民
健
康
保
険
税
額
の
軽

減
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
軽
減
に

該
当
す
る
か
否
か
は
、
世
帯
ご
と
に

加
入
者
お
よ
び
世
帯
主
の
申
告
状
況

を
も
と
に
し
て
判
定
し
ま
す
の
で
、

軽
減
に
つ
い
て
の
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
納
付
額
の
確
認
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
額
は
、

所
得
税
・
住
民
税
と
も
に
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
お
手

数
で
も
ご
自
身
で
領
収
証
の
領
収
日

と
金
額
を
確
認
の
う
え
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
税
務
課
ま
で
来
庁
い
た
だ

け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

額
確
認
書
を
無
料
で
発
行
し
て
い
ま

す
。

金
か
ら
仮
徴
収
税
額
と
し
て
徴
収
し

ま
す
。
平
成
27
年
度
の
年
税
額
に
つ

い
て
は
、
年
度
当
初
（
７
月
）
の
納

税
通
知
書
で
通
知
し
ま
す
。

仮
徴
収
と
本
徴
収

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
昨
年
中
の

収
入
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
正
し
い
年
税
額
は
、
所
得
確

定
後
の
７
月
に
通
知
し
ま
す
。
そ
の

税
額
を
年
金
保
険
者
に
通
知
す
る
の

に
、
さ
ら
に
２
か
月
以
上
を
要
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
特

別
徴
収
が
開
始
に
な
る
人
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
額

を
６
等
分
し
た
額
を
便
宜
上
「
仮
徴

収
」
と
し
て
４
月
・
６
月
・
８
月
の

年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
、
確
定
し
た

年
税
額
か
ら
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い

た
残
り
の
額
を
３
等
分
し
た
額
を

「
本
徴
収
」
と
し
て
、
10
月
・
12
月
・

２
月
の
年
金
か
ら
特
別
徴
収
し
ま
す
。

納
付
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

　

特
別
徴
収
対
象
者
で
も
、
「
国
民

健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更
申
出

書
」
の
提
出
に
よ
っ
て
、
口
座
振
替

で
の
納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
税
務
課
窓

口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
特
別

徴
収
と
普
通
徴
収
の
い
ず
れ
の
方
法

で
納
付
し
て
も
、
税
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
世
帯
主
以
外

の
口
座
を
指
定
し
た
場
合
、
所
得
税

お
よ
び
住
民
税
の
面
で
は
、
口
座
所

有
者
が
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を

受
け
ら
れ
る
た
め
、
税
額
に
影
響
が

で
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
保
険
者
に
通
知
す
る

な
ど
、
所
定
の
手
続
き
を
経
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
受
付
後
に
、

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
実
際
に
停

止
す
る
ま
で
３
か
月
程
度
を
要
し
ま

す
。

必
要
な
物　

印
鑑
、
預
貯
金
通
帳
な

ど
の
口
座
番
号
の
わ
か
る
物
、
預

貯
金
口
座
の
届
出
印

※
以
前
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
、
口
座
振
替
申
込
み
の
手
続
き
を

済
ま
せ
て
い
る
人
は
、
印
鑑
だ
け
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

申
告
に
つ
い
て
／
役
場
税

務
課
町
民
税
課
税
係
ｔ
内
線
１
９ 

５
・
１
９
６
、
納
付
額
に
つ
い
て

／
役
場
税
務
課
納
税
係
ｔ
内
線
１ 

９
３
・
１
９
４

平
成
26
年
中
の
収
入
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す

国
民
健
康
保
健
税
の
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
つ
い
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

●特別徴収の要件●

・世帯主が国民健康保険加入者。

・加入者全員が65歳以上75歳未満の世帯。

・世帯主が公的年金を年額18万円以上受給し

ている。

・世帯主の介護保険料が年金から特別徴収され

ている。

・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、世

帯主の年金受給額の2分の１を超えていない。

国
民
健
康
保
険
に

　

加
入
の
皆
さ
ん
へ

国保マスコット　健康まもるくん
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一般財団法人自治総合センターで助成している宝くじ

の受託事業収入を財源として、長瀬二区の獅子頭や太

鼓の修繕、祭り衣装を新調しました。

宝 くじの助成金で整備しました

長瀬二区の獅子頭と太鼓を修繕

11月９日、泉野小学校で消防署と消防団の連合特別

点検が行われました。日ごろの訓練の成果が発揮され、

どの分団も、規律のある凛々しい姿を披露しました。

地 域の安心、安全のために

『西入間支部・消防署連合特別点検』

11月 22、23 日に、「世界キャラクターさみっと in 羽

生 2014」が開催されました。今年も毛呂山町からは

もろ丸くんが参加し、毛呂山町や柚子をＰＲしました。

も ろ丸くんも出張ＰＲ！

『世界キャラクターさみっと
 in 羽生 2014』

9月末、毛呂山

町体育協会山岳

部がアフリカ大

陸最高峰のキリ

マンジャロ登山 

に挑み、渡
わ た な べ

部毅
たけし

さん（登頂時69

歳）が見事登頂

に 成 功 し ま し

た。元気を貰え

る、うれしい話

題です。

69 歳で標高5,895m 制覇！

体協山岳部キリマンジャロ登頂

11月 9 日、図書館主催「本の帯コピーライター賞」の授

賞式が行われ、今年も特別審査員として、毛呂山町出身

のダンカン氏が来館し、審査の講評を述べてくれました。

未 来の広告マンの傑作 !?

『本の帯コピーライター賞』

11月８日、ウィズもろやまで「毛呂山町音楽祭」が開催されました。

各音楽サークルの発表に加え、今年は特別出演の太田結
ゆ な

月さんが

「二
に こ

胡」を演奏し、その音色に観客は引きこまれていました。

幻 想的な音の響く芸術の秋

『第 40 回毛呂山町音楽祭』

～カメラルポ～～カメラルポ～
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11月 23 日、「ゆずの里ウォーク」が開催されました。

今年は昨年を上回る約 2,100 人が参加し、ゆずの香

りや、美しい紅葉の里山を満喫しました。

２ 千100人がゆずの里を満喫

『第16 回ゆずの里ウォーク』

11月 20 日、西戸グラウンドで「川のまるごと再生プ

ロジェクト」の着手式典が行われました。「川と古道の

歴史・文化に逢える場所」を目指す工事が始まります。

越 辺川の再生がついに始動

『川のまるごと再生
 プロジェクト』着手式典

11月 30 日、大谷木地内において、県民参加の森林作

りを推進する「みんなで育樹活動」が開催され、上田

県知事や井上町長がヒノキ林の枝落としを行いました。

森 を育てる、森と生きる

『みんなで育樹活動』

11月 24 日、「鎌北湖紅葉まつり」が開催されました。

第 5 代目ゆず娘の初仕事となる写真撮影会などが催さ

れ、訪れた人たちは錦秋の鎌北湖を楽しんでいました。

ゆ ず娘と紅葉にうっとり

『鎌北湖紅葉まつり』

11月15 日、16 日に、総合公園で「産業まつり」が開催されました。2 日間で約１万９千人が訪れ、町内の商工農

業者や宮崎県木城町のブースで、秋の味覚や買い物を楽しみました。ステージではもろ丸くんのテーマソングのお披露

目やゆず娘コンテストなどが行われ、大盛り上がり！　今年も大盛況の 2 日間となりました。

町 の商工農業の魅力が大集結

『第 21 回産業まつり』
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第
四
団
地
自
主
防
災
組
織
は
、
平

成
25
年
に
発
足
し
た
ま
だ
新
し
い
組

織
で
あ
る
。
自
主
防
災
訓
練
を
行
う

の
も
、
ま
だ
２
回
目
。
し
か
し
、
訓

練
の
内
容
は
非
常
に
充
実
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

訓
練
は
、
計
画
的
に
準
備
さ
れ
、

避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
、
救
護
訓
練
、

炊
出
訓
練
な
ど
を
行
う
。
ま
る
で
総

合
訓
練
並
み
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
第
四
団
地
自
主
防

災
組
織
の
関
口
会
長
は
「
防
災
訓
練

は
、
昨
年
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
ま

だ
半
数
の
世
帯
し
か
参
加
し
て
も
ら

え
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
昨
年

の
反
省
を
今
年
に
活
か
し
、
今
年
の

反
省
を
来
年
に
活
か
す
な
ど
、
少
し

ず
つ
工
夫
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
ひ

と
り
で
も
多
く
の
人
が
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
考
え
て
、
進
め
て
い

ま
す
」
と
語
る
。
例
え
ば
避
難
訓
練

で
は
、
道
路
の
各
所
に
通
行
止
め
を

仮
定
し
た
場
所
を
設
定
し
、
各
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
、
い
か
に
早
く
安
全
に

留
意
し
な
が
ら
集
会
所
ま
で
避
難
す

る
と
い
う
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　

関
口
会
長
は
「
訓
練
は
、
知
っ
て

い
る
だ
け
で
は
だ
め
な
ん
で
す
。
体

験
す
る
か
ら
こ
そ
、
と
っ
さ
の
時
の

反
応
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
に

参
加
し
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が

体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
、
災
害
を
減
ら
す
こ
と
に
は
つ

な
が
ら
な
い
の
で
す
」
と
語
る
。

　

「
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、

も
っ
と
若
い
人
が
団
地
の
様
ざ
ま
な

活
動
に
参
加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、

活
動
に
も
っ
と
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
関
口
会

長
は
話
し
て
く
れ
た
。

　

毛
呂
山
町
の
歴
史
を
辿た

ど

る
と
、
江

戸
時
代
に
は
、
22
の
村
に
分
か
れ
、

主
に
旗
本
領
、
大
名
領
、
直
轄
地
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
版
籍
奉
還
や
廃
藩
置
県

な
ど
を
経
て
管
轄
が
変
わ
り
、
明
治

９
年
（
１
８
７
６
）
、
町
域
全
体
が

埼
玉
県
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）
４
月
１
日

に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
毛
呂
山
町
域
は
、
毛
呂
本

郷
連
合
と
川
角
連
合
に
分
か
れ
て
い

ま
し
た
。
合
併
の
指
導
も
連
合
戸
長

の
区
域
と
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

連
合
戸
長
を
中
心
に
協
議
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
毛
呂
本
郷
連

合
は
、
９
か
村
を
合
併
し
、
毛
呂
村

と
改
め
、
川
角
連
合
は
、
10
か
村
を

合
併
し
、
川
角
村
と
改
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
川
角
連
合
内
の
岩
井
村
と

育てよう地域の力「自主防災組織」
日ごろの近所付き合いが身を守る!!

第
四
団
地
自
主
防
災
組
織

　「
日
ご
ろ
か
ら
や
っ
て
い
な
い
と
、
非
常
時
に
で
き
る
わ
け
が
な
い
」

毛呂山歴史散歩
第２４８回

毛呂山合併ヒストリー

～巻の１～

11 月２日に行われた防災訓練の様子

前
久
保
村
は
、
江
戸
時
代
に
毛
呂
本

郷
・
小
田
谷
村
・
長
瀬
村
と
と
も
に
一

つ
の
毛
呂
郷
を
構
成
す
る
村
で
あ
っ
た

た
め
、
村
民
の
一
部
か
ら
、
こ
の
５
か

村
で
合
併
を
し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ

が
り
、
当
時
の
埼
玉
県
知
事
に
、
直

接
、
決
定
を
仰
ぐ
上
申
書
を
送
り
ま
し

た
。
結
果
、
５
か
村
の
要
望
を
尊
重
す

る
こ
と
で
ま
と
ま
り
、
最
終
的
に
明
治

の
大
合
併
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
毛
呂
村
（
毛
呂
本
郷
、

小
田
谷
村
、
長
瀬
村
、
前
久
保
村
、
岩 

井
村
）
、
瀧
野
入
村
（
瀧
野
入
村
、
阿

諏
訪
村
、
大
谷
木
村
、
宿
谷
村
、
権
現

堂
村
、
葛
貫
村
）
、
川
角
村
（
川
角

村
、
下
河
原
村
、
市
場
村
、
西
大
久
保

村
、
大
類
村
、
苦
林
村
、
西
戸
村
、
箕

和
田
村
）
の
３
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
の
村
名
を
決
め
る
に
あ
た

り
、
毛
呂
村
は
、
地
域
の
歴
史
に
関
わ

り
の
深
い
毛
呂
氏
の
名
を
残
し
た
い
と

い
う
地
元
の
人
び
と
の
意
向
が
取
り
入

れ
ら
れ
、
瀧
野
入
村
と
川
角
村
は
、
そ

れ
ぞ
れ
最
も
大
き
い
地
域
の
村
名
を
踏

襲
し
た
そ
う
で
す
。

　

な
お
、
瀧
野
入
村
は
、
明
治
24
年

（
１
８
９
１
）
に
山
根
村
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。
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家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

 

設
置
補
助
金
の
概
要

【

】

ご
み
集
積
所
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
っ
て
く
だ
さ
い

　

ご
み
集
積
所
は
、
各
地
域
で
管
理
し
、

そ
の
地
域
で
使
用
す
る
場
所
で
す
。
皆
が

気
持
ち
よ
く
使
用
す
る
た
め
に
次
の
ル
ー

ル
を
守
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
出
し
の
指
定
日
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

指
定
日
を
守
ら
な
い
で
ご
み
を
出
す

と
、
収
集
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、
管
理
す

る
人
に
迷
惑
が
か
り
ま
す
。
必
ず
指
定
日

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

指
定
さ
れ
た
集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　

指
定
さ
れ
た
場
所
で
な
い
集
積
所
に
ご

み
を
出
す
と
、
そ
の
地
域
に
迷
惑
が
か
か

り
ま
す
。
ご
み
は
、
必
ず
指
定
さ
れ
た
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

分
別
を
し
ま
し
ょ
う

　

集
積
所
に
出
さ
れ
た
ご
み
が
、
き
ち
ん

と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
と
、
収
集
さ
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、
ご
み
焼
却
施
設
で
の
事
故

に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
き

ち
ん
と
し
た
分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
生
ご
み
処
理
容
器
（
乾
燥
用
容
器
、
Ｅ

Ｍ
用
容
器
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
）
を
購

入
し
た
場
合

　

補 

助
金
額　

購
入
費
（
税
抜
）
の
10
分 

の
９
以
内
の
額
で
１
基
に
つ
き
３
０ 

０
０
円
が
限
度

　

補
助
基
数　

１
世
帯
２
基
以
内

○
生
ご
み
処
理
機
（
電
気
式
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
）
を
購
入
し
た
場
合

　

補 

助
金
額　

購
入
費
（
税
抜
）
の
２
分
の

１
以
内
の
額
で
２
万
円
が
限
度

　

補
助
基
数　

１
世
帯
１
基

※
な
お
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
容

器
・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
式
コ
ン
ポ
ス
ト
の
容

粗
大
ご
み
と
処
理
困
難
物
は
出
せ
ま
せ
ん

　

粗
大
ご
み
は
、
直
接
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
か
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
持

ち
込
む
か
、
戸
別
収
集
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
処
理
困
難
物
・
処
理
不

適
物
は
、
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
処
理
で

き
ま
せ
ん
。
買
い
替
え
時
に
引
き
取
っ
て

も
ら
う
か
、
販
売
店
、
専
門
業
者
へ
依
頼

を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
系
ご
み
は
出
せ
ま
せ
ん

　

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
川
角
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
直
接
搬
入
す
る
か
、
一

般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
業
者
へ
依
頼
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
を
減
ら
し
て
、
ご
み
の
減
量

化
を
図
り
ま
し
ょ
う

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助
金

　

毛
呂
山
町
で
は
、
家
庭
の
台
所
な
ど
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
図

り
、
ご
み
の
減
量
化
や
再
資
源
化
を
普
及

推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
器
の
購

入
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

器
や
資
材
は
、
役
場
生
活
環
境
課
で
無
料
で

お
渡
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
生
ご
み
出
し
ま
せ
ん
！　

ご
み
袋
」

配
付
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
、
生
ご
み
を
生
ご
み
処
理
機
器

の
ほ
か
庭
や
畑
な
ど
で
自
家
処
理
し
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
集
積
所
に
出
さ
な
い
世

帯
を
対
象
と
し
て
「
生
ご
み
出
し
ま
せ

ん
！　

ご
み
袋
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
人
で
、
ご
み
減
量
化
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
人
は
、
役
場
生
活
環
境
課
で

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ
内
線
２ 

１
１
・
２
１
２

皆で取り組む！ 生ごみ減量化

生　　ご　　み

地球温暖化防止

温室効果ガスが減少

ＥＭ用容器

コンポスト容器

電気式家庭用
生ごみ処理機

生ごみ処理機器な
どにより、生ごみ
を分解処理して堆
肥へと変え、野菜
や花づくりに再利
用する

乾燥用容器

水切り器

５％から 25％
の水分が生ごみ
から減少

生ごみの総重量
の減少

「
ご
み
」
に
つ
い
て
の
お
願
い
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電子申請用ＱＲコード

㊐……日　時

定……定　員

料……料金・費用

申……申込み

ｔ……電話番号

ｅ……電子メールアドレス

ｈ……ホームページアドレス

場……場　所

対……対象者

問……問合せ先

ｆ……ファクス番号

公共施設電話案内
ｔ（295）1015

ｔ（294）1250

ｔ（295）2277

ｔ（295）8282

ｔ（294）7179

ｔ（294）5511

 

ｔ（295）3111　ｆ（295）7258

■図書館

■中央公民館

■東公民館

■歴史民俗資料館

■総合公園体育館

■保健センター

■ウィズもろやま、社会福祉協議会 

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１
　ｈ http://www.town.　
　　 moroyama.saitama.jp

INFORMATION

インフォメーション

 税金
休日納税相談窓口　1 月 25 日（日）
　　　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　税務課納税係ｔ内線 193・194

休日納入窓口　　　1 月 25 日（日）

　　　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み

 （通帳と銀行届出印が必要）、納入相談 

場・問　高齢者支援課保険料係ｔ内線 158・159

毎月末の日曜日は納税相談
納入窓口を開設しています

介護保険料・後期高齢者医療保険料

障
害
福
祉
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

現
在
、
町
で
策
定
中
の
第
４
期
毛

呂
山
町
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
計

画
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

実
施
期
間　

１
月
19
日
月
～
２
月
13

日
金
（
当
日
消
印
有
効
）

対　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

町
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有

す
る
個
人
・
法
人
・
団
体
、
町

税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人
、

本
案
の
利
害
関
係
者

計
画
案
の
公
表
場
所　

役
場
１
階
福

祉
課
お
よ
び
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
意
見
の
提
出
方
法　

郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

意
見
の
提
出
先　

役
場
福
祉
課
障
害

福
祉
係

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
行
政
情
報
→
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ
内

線
１
０
８
・
１
１
７
、
ｆ
２
９
５

―
２
１
２
６

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

全
国
の
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就 

業
構
造
を
一
斉
に
調
査
す
る
こ
と
か

ら
、
農
林
業
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ

る
「
２
０
１
５
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の

政
策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査

で
す
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
農
林
業
を

営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
、

調
査
員
が
直
接
訪
問
し
て
、
調
査
票

に
農
林
業
の
経
営
状
況
な
ど
の
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問　

役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
ｔ
内

線
３
２
３

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
家
庭
の
事
情
（
経
済
的

理
由
な
ど
）
に
応
じ
て
、
小
・
中
学

生
の
給
食
費
、
学
用
品
費
、
修
学
旅

行
費
、
校
外
活
動
費
な
ど
の
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対　

平
成
26
年
度
ま
た
は
平
成
27
年

度
に
、
次
の
い
ず
れ
か
の
決
定

を
受
け
て
お
り
、
教
育
委
員
会

が
認
め
た
人

①
生
活
保
護
が
停
止
、
ま
た
は
廃
止

に
な
っ
た
人

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て

い
る
人

③
町
民
税
が
減
免
あ
る
い
は
非
課
税

に
な
っ
た
人

④
国
民
年
金
保
険
料
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
人

⑤
こ
の
ほ
か
、
事
情
に
よ
り
収
入
が

少
な
く
経
済
的
に
困
っ
て
い
て
、

教
育
委
員
会
が
認
め
た
人

申
請
期
間　

随
時
受
付
（
年
度
当
初

か
ら
の
認
定
に
つ
い
て
は
3
月

11
日
水
ま
で
）

申
請
場
所
・
問　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
に
あ
る
申
請
書
に
収

入
を
証
明
で
き
る
書
類
（
お
よ
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

び
②
～
④
に
つ
い
て
は
証
明
す

る
書
類
の
写
し
）
を
添
付
し
て
、

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務

係
ｔ
内
線
５
３
１
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

町
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す

　

平
成
２7
年
４
月
に
町
内
公
立
小
・

中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

場　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し
ま

す
。
ま
た
、
各
校
と
も
駐
車
場
が
な

い
た
め
、
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
務

係
ｔ
内
線
５
３
１

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家

族
へ
の
援
護
金

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、
埼
玉
県
内
に
在
住
す
る
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
援
護
金
を
給
付
し
て

い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
交
通
事

故
（
陸
海
空
全
て
の
交
通
機
関
の
運

行
に
よ
り
生
じ
た
事
故
）
に
よ
り
、

死
亡
ま
た
は
重
い
障
害
を
負
っ
た
保

護
者
に
養
育
さ
れ
て
い
る
平
成
８
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児

な
ら
び
に
児
童
・
生
徒

給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
年
額

10
万
円

給
付
時
期　

平
成
27
年
４
月
末
日

（
「
給
付
決
定
通
知
書
」
を
送
付
）

申
請
書
の
配
布
先　

市
町
村
、
学
校

な
ど

提
出
期
限　

平
成
27
年
１
月
末
日

提
出
先　

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
に
郵
送
ま
た
は
持
参
（
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
２
―
６

―
18
）
ｔ
０
４
８
―
８
２
２
―

０
１
９
１

問　

埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課
ｔ

０
４
８
―
８
３
０
―
２
９
５
８

『
１
１
０
番
の
日
』

１
１
０
番
は
緊
急
通
報
で
す

　

警
察
で
は
、
１
月
10
日
を
『
１
１

０
番
の
日
』
と
し
て
１
１
０
番
の
正

し
い
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
警
察
に
は
、
年
間
67
万
件

を
超
え
る
１
１
０
番
通
報
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
う
ち

約
３
割
に
あ
た
る
約
18
万
件
が
緊
急

性
の
な
い
各
種
照
会
や
間
違
い
・
い

た
ず
ら
な
ど
の
通
報
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
通
報
が
、
緊
急
を
要
す
る

１
１
０
番
通
報
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ

る
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦

情
・
各
種
照
会
は
、
左
記
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

●
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

♯
９
１
１
０
ま
た
は
ｔ
０
４
８
―

８
２
２
―
９
１
１
０
月
～
金
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
ま
た
は
、
西
入
間
警
察
署
ま

で
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
埼
玉
県
警
察
で
は
、
聴
覚

に
障
害
が
あ
る
人
、
言
葉
が
話
せ
な 

い
人
が
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
か

ら
警
察
へ
緊
急
通
報
す
る
手
段
と
し

て
メ
ー
ル
１
１
０
番
や
、
フ
ァ
ク
ス

に
よ
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番
が
利
用
で

き
ま
す
。

●
メ
ー
ル
１
１
０
番

　

ｅh
ttp

:/
/
s
a
ita

m
a
1

1
0

.jp

●
Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
０
番

　

ｆ
０
１
２
０
―
２
６
４
―
１
１
０

問　

西
入
間
警
察
署
ｔ
２
８
４
―

０
１
１
０

給付対象の

子どもの人数

同居世帯の

総所得額

１人 2,740,000 円以下

２人 3,120,000 円以下

３人 3,500,000 円以下

４人 3,880,000 円以下

５人以上 4,260,000 円以下

給付対象となる
同居世帯の総所得額

学校名 入学説明会日時 受付時間

毛呂山小学校 2 月   6 日金 13:55 13:30 ～ 13:50

川角小学校 2 月   6 日金 14:00 13:45 ～ 14:00

光山小学校 2 月 12 日木 14:50 14:30 ～ 14:50

泉野小学校 2 月　6 日金 13:40 13:20 ～ 13:40

毛呂山中学校 2 月　5 日木 14:30 14:00 ～ 14:20

川角中学校 2 月   5 日木 14:30 14:10 ～ 14:30

◆小 ・中学校入学説明会日程表◆

齋
さ い と う

藤杏
あ ん な

花さん
　　　　　（中学２年生）

を捜しています
平成13年１月15日生（13歳）

埼玉県朝霞市在住

平成26年３月10日の夕方から、

行方がわからなくなっています。

〈身体的特徴〉

・身長　155㎝くらい、やせ型

・髪型　肩下あたりまでの黒いストレート

・笑うと口元左横にえくぼができる

〈所持品〉

・ほぼ真っ黒のリュックサック

・ナイロン製の肩掛け型巾着（ピンク色で母親の手作り）

※巾着の中には中学校のジャージ上下入り

　お心当たりの人は、朝霞警察署または最寄りの警察署、

交番へご連絡ください。

問合せ　 埼玉県朝霞警察署ｔ048（465）0110 

埼玉県西入間警察署ｔ（284）0110 
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INFORMATION

「
児
童
扶
養
手
当
法
」
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
、
公
的
年
金
（
遺
族
年

金
、
障
害
年
金
、
老
齢
年
金
、
労
災

年
金
、
遺
族
補
償
な
ど
）
の
受
給
者

は
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
平
成
26
年
12
月
以
降

は
、
年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ

り
低
い
人
は
、
そ
の
差
額
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区

町
村
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問　

役
場
子
ど
も
課
児
童
係
ｔ
内
線

１
１
３
・
１
１
４

特
別
障
害
給
付
金
制
度
に

つ
い
て

　

か
つ
て
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の

対
象
者
で
あ
っ
た
と
き
に
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
を
対
象
と

し
た
制
度
で
す
。
制
度
の
利
用
に
は
、

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
人

・
平
成
３
年
３
月
以
前
に
任
意
加
入

対
象
で
あ
っ
た
学
生

・
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
任
意
加
入

の
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
・
共
済
組
合
な
ど
の
加

入
者
）
の
配
偶
者

　

い
ず
れ
も
国
民
年
金
に
任
意
加
入

し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に
初
診
日

（
※
）
が
あ
り
、
現
在
、
障
害
基
礎

年
金
１
級
、
２
級
相
当
の
障
害
に
該

当
す
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
初
診
日
と
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初

め
て
医
師
の
診
療
を
受
け
た
日
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
☎
内

線
１
２
７
・
１
２
８

退
職
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
受

け
て
い
る
65
歳
未
満
の
人
と
、
そ
の

扶
養
家
族
は
、
退
職
者
医
療
制
度
に

該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
退
職

者
医
療
制
度
は
、
本
人
の
自
己
負
担

と
国
民
健
康
保
険
税
の
ほ
か
、
社
会

保
険
な
ど
か
ら
の
拠
出
金
が
財
源
と

な
っ
て
お
り
、
制
度
に
該
当
し
て
い

て
も
、
届
出
が
な
い
と
、
拠
出
金
で

負
担
す
る
べ
き
医
療
費
を
国
民
健
康

保
険
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
今

後
の
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
人
は
届
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
対
象
に
な
る
人
】

１
．
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者

　

厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な
ど

の
老
齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
そ
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま

た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
）
あ
る

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
人

２ 

．
退
職
者
医
療
制
度
対
象
者
の
被 

扶
養
者

　

退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の
世

帯
で
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
本

人
に
よ
り
生
計
を
維
持
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
配
偶
者
お
よ
び
三
親
等
内

の
親
族
（
た
だ
し
、
年
間
収
入
が
一

定
基
準
額
を
超
え
る
人
は
被
扶
養
者

に
該
当
し
ま
せ
ん
）

【
届
出
の
方
法
】

　

保
険
証
・
年
金
証
書
・
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
役
場
住
民
課
国
保
年
金

係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
該
当
す
る
人
に
は
、
役
場

か
ら
通
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ
内

線
１
２
７
・
１
２
８

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
に

す
る
と
、
支
払
い
に
行
く
手
間
と
時

間
が
省
け
ま
す
。
ま
た
、
支
払
方
法

を
早
割
・
前
納
で
納
付
す
る
と
保
険

料
が
割
引
き
さ
れ
、
た
い
へ
ん
お
得

で
す
。

【
割
引
額
】

◆
早
割　

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月

末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
、
月
々

50
円
の
割
引

◆
６
か
月
前
納　

半
年
分
の
保
険
料

を
、
４
月
末
・
10
月
末
に
引
き
落

と
す
方
法
で
、
平
成
26
年
度
は
、

年
２
０
８
０
円
の
割
引
（
各
１
０ 

４
０
円
割
引
）

◆
１
年
前
納　

１
年
分
の
保
険
料
を
、

４
月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
、

平
成
26
年
度
は
、
年
３
８
４
０

円
の
割
引

◆
２
年
前
納　

２
年
分
の
保
険
料
を
、

４
月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
、

平
成
26
年
度
は
、
１
万
４
８
０
０

円
の
割
引

※
割
引
額
は
年
度
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

【
申
込
み
方
法
】

　

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
（
金
融
機
関
の
届
出
印
）

し
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
郵
送

ま
た
は
、
年
金
事
務
所
、
金
融
機
関

の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
期
限
】

　

２
年
前
納
、
１
年
前
納
お
よ
び
上
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

期
６
か
月
前
納
（
４
月
分
か
ら
９
月

分
）
は
、
２
月
末
ま
で
、
下
期
６
か

月
前
納
（
10
月
分
か
ら
翌
３
月
分
）

は
、
８
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
・
問　

川
越
年
金
事
務
所
ｔ
２ 

４
２
―
２
６
５
７

川
越
年
金
事
務
所
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

川
越
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
の
際
の
待
ち
時
間
短
縮
に
向
け
た

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
混
雑
が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

・
年
金
相
談
で
来
訪
の
際
は
、
午
前

8
時
30
分
～
9
時
30
分
の
時
間
帯

や
午
後
3
時
以
降
の
比
較
的
待
ち

時
間
の
少
な
い
時
間
帯
に
来
訪
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
川
越
駅
前
に
、
電
話
予
約
に
よ
る

来
訪
相
談
専
用
の
「
街
角
の
年
金

相
談
セ
ン
タ
ー
川
越
（
オ
フ
ィ

ス
）
」
が
あ
り
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス

で
は
年
金
事
務
所
と
同
様
の
ご
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ご
予

約
い
た
だ
い
た
時
間
に
お
待
ち
す

る
こ
と
な
く
ご
相
談
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
年
金
証
書
・
振

込
通
知
書
な
ど
の
再
発
行
業
務
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
）
。
な
お
、
ご

相
談
は
完
全
予
約
制
で
す
の
で
、

必
ず
事
前
に
ご
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

特
に
例
年
、
年
末
か
ら
春
先
（
特

に
年
始
の
期
間
）
に
か
け
て
は
、
来

訪
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

問　

川
越
年
金
事
務
所
☎
２
４
２
―

２
６
５
７
（
川
越
市
脇
田
本
町

15
―
13
東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
３
階
）、

街
角
の
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
川

越
（
オ
フ
ィ
ス
）
☎
２
９
１
―

２
８
２
０
（
川
越
市
脇
田
本
町
16 

―
23
川
越
駅
前
ビ
ル
８
階
）

上
級
救
命
講
習
会

㊐　

３
月
８
日
日
午
前
９
時
～
午
後

５
時

場　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
署

定　

先
着
20
人

料　

２
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
・
問　

２
月
１
日
日
か
ら
28
日
土

ま
で
に
、
消
防
署
ｔ
２
９
５
―
０ 

１
１
９
へ
申
込
み

※
講
習
終
了
後
、
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

※
上
級
救
命
講
習
は
、
原
則
と
し
て

普
通
救
命
講
習
修
了
者
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
と
し
て
の
受
講
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
な
お
、
普
通
救
命
講
習
お
よ
び
上

級
救
命
講
習
は
、
次
年
度
も
開
催
予

定
で
す
。

試験
職種

受験資格
（生年月日など）

採用予
定人員

初任給
（地域手当を含む）

一般事務 昭和 61 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人 若干名
大　卒　186,224 円

短大卒　165,521 円

高　卒　150,895 円
一般事務

（身体障害者対象）

次の①～④の要件をすべて満たす人
①昭和 49 年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人
②身体障害者手帳の交付を受けている人
③自力で通勤でき、介護者なしに所定の時間の勤務が可能な人
④活字印刷文による筆記試験に対応できる人

若干名

※学歴不問。また男女は問いませんが、次のいずれか

に該当する人は受験できません。

１）日本国籍を有しない人

２） 地方公務員法第16条に規定する欠格条項に該当す

る人

○応募期間　平成27年１月９日（金）まで

　　　　　　（郵送の場合は期間内消印有効）

○受付場所　毛呂山町役場（庁舎３階）総務課職員係

※申込書の配布は、上記受付場所において配布してい

ます。また、郵送も行いますのでメールまたは電話で

お知らせください。

○応募方法

　応募書類に必要な事項を記入し、受験票の裏面に

52円切手を貼り、総務課職員係へ提出。なお、郵便

により申し込む場合は、封筒の表に（採用試験）と朱書

きしてください。（受験票の写真は、脱落のおそれが

あるので、郵送時には貼らないでください。）

　申込書を受理した後、内容について審査し、後日、

受験票を郵送します。1月19日（月）までに受験票が

到着しないときは、申し出てください。

　試験当日は、受験票に必ず写真（最近６か月以内に

撮影した上半身脱帽正面前向きの縦４センチ×横３

センチ）を貼って、持参してください。試験当日、写

真を貼っていない人は受験できません。

○試験の日時・会場など

　筆記試験　平成27年１月25日（日）

　　教養試験・作文試験

　　※内容などの詳細は、お問い合わせください。

　人物試験　平成27年２月9日（月）、11日（水）

　　※教養試験合格者に対して個別面接および集団 

　　　討論を実施します。

○合否の発表

　教養試験の合否については平成27年２月上旬に通

知します。なお、最終的な合否については、平成27

年２月下旬に通知します。

○採用の方法

　採用試験合格者は、採用候補者名簿に登載された

うえ、原則として平成27年４月１日以降の採用とな

ります。

※ご不明な点は、問い合わせ先までご連絡ください。

毛呂山町の職員を募集します！
問　役場総務課職員係ｔ（295）2112内線316

15 広報もろやま　１月１日号 14広報もろやま　１月１日号



INFORMATION

第
59
回

毛
呂
山
町
成
人
の
つ
ど
い

㊐　

１
月
11
日
日
午
後
０
時
30
分
受

付
開
始
、
午
後
１
時
30
分
開
式

場　

中
央
公
民
館
（
毛
呂
山
中
学
校

卒
業
生
）、
東
公
民
館
（
川
角
中

学
校
卒
業
生
）

※
右
記
以
外
の
対
象
者
は
、
最
寄
り

の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
者
に
は
、
案
内
状
を
送
付
し

ま
し
た
が
、
未
着
ま
た
は
住
民
登
録

の
な
い
人
で
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

生
涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学
習

支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１
・
５
２
２

食
文
化
伝
承
講
座
「
醤
油
し

ぼ
り
実
演
会
」
見
学
者
募
集

　

昭
和
前
期
、
毛
呂
山
を
中
心
に
活
躍

し
た
毛
呂
山
醤
油
し
ぼ
り
職
人
の
技
を

再
現
し
ま
す
。
郷
土
の
醤
油
づ
く
り
の

様
子
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
11
日
日
午
前
９
時
30
分
～

正
午
（
見
学
自
由
）

場　

歴
史
民
俗
資
料
館
屋
外
広
場

共
催　

毛
呂
山
醤
油
づ
く
り
サ
ー
ク
ル

※
醤
油
が
ほ
し
い
人
は
、
１
月
10
日

土
ま
で
に
当
館
に
申
込
み
の
う
え
、

当
日
１
升
（
２
Ｌ
程
度
）
以
上
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
体

験
し
て
い
た
だ
き
、
実
費
で
お
分
け

し
ま
す
。
（
醤
油
の
お
渡
し
は
、
１

月
11
日
以
降
に
な
り
ま
す
）

申
・
問　

歴
史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９ 

５
―
８
２
８
２

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会

㊐　

２
月
５
日
木
午
前
10
時
～
11
時

30
分

場　

図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容　

い
つ
も
は
子
ど
も
た
ち
が

聞
い
て
い
る
「
お
は
な
し
」
を
、

大
人
も
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

対　

ど
な
た
で
も

申　

不
要

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　

図
書
館
ｔ
２
９
５
―
１
０
１
５

骨
盤
の
ゆ
が
み
を
運
動
で
予

防
!!　

簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

体
の
歪ゆ

が

み
を
正
し
て
、
腰
痛
や
膝

痛
を
改
善
す
る
方
法
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
運
動
が
苦
手
な
人
、
わ
か
っ
て

い
る
け
ど
で
き
な
い
人
、
そ
ろ
そ
ろ

本
気
を
出
し
ま
せ
ん
か
？　

皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　

１
月
30
日
金
午
前
10
時
～
正
午

場　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

40
歳
以
上
の
人

定　

先
着
30
人

内
容　

骨
盤
を
メ
イ
ン
に
関
節
を
ス

ム
ー
ズ
に
動
か
す
た
め
の
運
動
・

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

講
師　

菊
地
幸
代
さ
ん

申
・
問　

１
月
８
日
月
か
ら
保
健
セ

ン
タ
ー
ｔ
２
９
４
―
５
５
１
１

で
受
付
（
電
話
可
）

平
成
２7
年
消
防
団
出で

ぞ

め初
式

　

消
防
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
住
民

参
加
型
の
出
初
式
を
実
施
し
ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
揃
っ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
11
日
日
午
前
９
時
～
11
時

場　

毛
呂
山
総
合
公
園

※
駐
車
場
は
、
総
合
公
園
一
般
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容　

消
防
車
搭
乗
体
験
、
起
震
車

体
験
、
模
擬
店
（
豚
汁
、
甘
酒

の
無
料
配
布
）
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
公
園
体
育

館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
式
典

の
み
実
施
し
ま
す
。

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防
本

部
警
防
課
警
防
担
当
ｔ
２
９
５

―
０
１
１
９

埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用

情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

㊐　

２
月
10
日
火
午
後
１
時
～
３
時

30
分
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容　

岸
川
政
之
さ
ん
（
三
重
県
多

気
町
職
員
）
に
よ
る
基
調
講
演
、

大
学
生
と
市
町
村
職
員
に
よ
る

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
職
員
へ
の 

質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど

定　

先
着
１
３
０
０
人

料　

無
料

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。

問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域

連
合
人
材
開
発
部
市
町
村
職
員
担
当 

ｔ
０
４
８
―
６
６
４
―
６
６
８
１

第
14
回
特
別
支
援
学
校

 

職
業
教
育
フ
ェ
ア

㊐　

1
月
16
日
金
正
午
～
午
後
５
時
、

17
日
土
午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

場　

コ
ル
ソ
７
階
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
浦
和
駅
西
口
）

内
容　

特
別
支
援
学
校
の
生
徒
が
作

業
学
習
や
専
門
学
科
で
作
成
し

た
製
品
の
展
示
と
頒は

ん

ぷ布
、
盲
学

校
専
攻
科
の
生
徒
に
よ
る
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
実
演
体
験

問　

特
別
支
援
学
校
職
業
教
育
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
☎
０
４
８
―
８ 

５
８
―
８
８
１
５

女
性
起
業
応
援
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー

　

起
業
す
る
女
性
を
応
援
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
起
業
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

㊐　

１
月
24
日
土
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場　

ア
ル
カ
ー
サ
ル
迎
賓
館
川
越

（
鶴
ヶ
島
駅
西
口
徒
歩
１
分
）

対　

ど
な
た
で
も

定　

先
着
２
０
０
人

内
容　

第
１
部
／
カ
リ
ス
マ
駅
弁
販
売

員
こ
と
三
浦
由
紀
江
さ
ん
に
よ
る

基
調
講
演
、
第
２
部
／
５
人
の
女

性
起
業
家
に
よ
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

【
連
続
セ
ミ
ナ
ー
】

㊐　

２
月
７
日
土
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時
、
２
月
14 

日
土
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１ 

時
～
３
時
、
２
月
21
日
土
午
前
10 

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

場　

鶴
ヶ
島
市
女
性
セ
ン
タ
ー
２
階

第
２
講
習
室

対　

起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
で
、

全
日
程
参
加
で
き
る
人

定　

先
着
２
０
０
人

内
容　

起
業
に
役
立
つ
制
度
や
資
金

調
達
の
方
法
を
学
ぶ
と
と
も
に

仲
間
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
連
続
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
修
了
後
は
相
談
窓
口
を
開

設
し
、
起
業
を
目
指
す
女
性
へ

継
続
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間　

１
月
６
日
火
～
31
日
土

【
共
通
事
項
】

料　

無
料

※
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
（
対
象
年
齢
は
１
歳
～
未
就
学

児
ま
で
）
。

主
催　

鶴
ヶ
島
市

申
・
問　

鶴
ヶ
島
市
女
性
セ
ン
タ
ー

ｔ
２
８
７
―
４
７
５
５

求
人
企
業
合
同
面
接
会

㊐　

２
月
６
日
金
午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
正
午
か
ら
午
後
３
時
30

分
ま
で
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
４

階
市
民
ホ
ー
ル

対　

平
成
27
年
３
月
大
学
、
短
大
、

専
門
学
校
の
卒
業
予
定
者
、
１

～
３
年
以
内
の
既
卒
者

そ
の
他　

予
約
不
要
、
入
退
場
自
由
、

履
歴
書
複
数
持
参
、
求
人
企
業

情
報
を
来
場
者
全
員
に
配
布

※
参
加
企
業
名
は
埼
玉
県
雇
用
対
策 

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ｈh

ttp
: 

/
/
w

w
w

.k
o

ta
ik

y
o

u
-
s
a
ita

m
a
.

n
e
.jp

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ｔ
０ 

４
８
―
６
４
７
―
４
１
８
５

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

①
新
収
集
資
料
展
「
寄
贈
資
料
が
語

る
戦
時
の
記
憶
」

日
に
ち　

２
月
22
日
日
ま
で

料　

無
料

②
映
画
上
映
会

　

【
邦
画
／
長
屋
紳
士
録
】
１
月
17

日
土
、
【
邦
画
／
人
間
の
翼
】
１

月
31
日
土
午
後
１
時
30
分
か
ら

講
堂
に
お
い
て
上
映
（
入
場
無

料
、
定
員
１
５
０
人
）

③
ウ
イ
ン
タ
ー
ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

午
後
８
時
ま
で
開
館
時
間
延
長

（
入
館
は
午
後
７
時
30
分
ま
で
）

日
に
ち　

１
月
10
日
土

場
・
問　

埼
玉
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

（
埼
玉
県
平
和
資
料
館
）
ｔ
０
４ 

９
３
―
３
５
―
４
１
１
１

水道課からのお知らせ

～受水槽（タンク）の設置者にはこんな義務があります～

問　役場水道課工務係　ｔ（295）2112 内線164・165

設置者は、安心な水を供給するために、以下の点検・

清掃をお願いします。

（1 ）水槽の清掃を１年以内ごとに１回定期的に行う

こと

（2 ）水槽の点検など有害物、汚水などによって水が

汚染されるのを防止するために必要な措置をとる

こと

（3 ）給水栓における水の色、濁
にご

り、臭い、味、その

他の状況などにより、供給する水に異常を認めた

ときは、水質基準に関する省令に掲げる事項のう

ち必要なものについて、検査を行うこと

（4 ）給水する人が、人の健康を害するおそれがある

ことを知ったときには、直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知

させる措置をとること

水質検査

　１年以内ごとに１回定期的に、水道法第 34 条の

２第２項に規定する地方公共団体の機関または厚生

労働大臣の登録を受けた者により、給水栓における

水の色、濁り、臭い、味に関する検査および残留塩

素の有無に関する水質の検査を受けること。

蛇口や水道管を寒さから守りましょう

　冬は厳しい寒さで、水道管や水道メーター、蛇口

などが凍ったり破損したりすることがあります。蛇

口や水道管が凍らないように露出している所に布な

どを巻き付け、メーターボックス内には発泡スチ

ロールなどを入れて寒さから守りましょう。

貯水槽のしくみと管理責任の範囲

●一般家庭 ●高い建築物
高架水槽

受水槽

水道管水道メーター

原則的に町の責任 原則的に貯水槽設置者の責任

3階

2階

1階

ペットを飼うときは
 マナーを守りましょう！

・ 散歩中の糞尿は飼い主が始末しま
しょう。

・ 飼い猫には首輪をして室内で飼い 
ましょう。

・野良猫への餌やりはやめましょう。

問　役場生活環境課環境係

　　ｔ（295）2112内線211・212
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INFORMATION

「
昔
の
遊
び
」
を
教
え
て
く
れ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　

中
央
公
民
館
で
は
、
昔
の
遊
び
の

体
験
と
、
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち

の
交
流
事
業
と
し
て
「
ふ
れ
あ
い
中

央
公
民
館
」
を
、
３
月
７
日
土
に
実

施
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
コ
マ
回
し
や
お
手
玉
、

折
り
紙
、
竹
馬
な
ど
の
昔
の
遊
び
を

教
え
て
く
れ
る
人
（
年
齢
な
ど
は
不

問
）
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人

は
、
２
月
３
日
火
ま
で
に
中
央
公
民

館
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

中
央
公
民
館
ｔ
２
９
４
―
１
２ 

５
０

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

 

臨
時
職
員
募
集

職
種　

①
調
理
員
、
②
配
送
助
手
兼

調
理
員

募
集
人
数　

若
干
名

応
募
要
件　

健
康
な
人

勤
務
日
時　

①
月
～
金
曜
日
午
前
８

時
45
分
～
午
後
３
時
30
分
、
②

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

賃
金　

①
時
給
８
４
０
円
、
②
時
給

８
８
０
円

勤
務
期
間　

平
成
27
年
４
月
～
９
月

勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

申す

２
月
27
日
金
ま
で
に
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

問　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
ｔ
２
９
４

―
２
２
４
２
（
〒
３
５
０
―
０ 

４
３
９
毛
呂
山
町
目
白
台
４
―

３
―
４
）

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
（
福
祉

会
館
）
臨
時
職
員
募
集

職
種　

一
般
事
務

募
集
人
数　

若
干
名

勤
務
内
容　

受
付
お
よ
び
事
務

勤
務
日
時　

週
３
～
４
日
（
実
働
７

時
間
45
分
／
１
日
）

※
土
・
日
曜
日
を
含
む
（
交
代
制
）

賃
金　

時
給
８
５
０
円

採
用
日　

平
成
27
年
４
月
か
ら

申す

２
月
10
日
火
ま
で
に
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や

ま
へ
提
出

問　

ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
ｔ
２
９
５
―

３
１
１
１

教
育
セ
ン
タ
ー
適
応
指
導

教
室
指
導
員
募
集

募
集
人
数　

１
人

応
募
要
件　

児
童
・
生
徒
と
一
緒
に
活 

動
す
る
の
が
好
き
な
人
で
、
教
員
免 

許
状
所
有
者
お
よ
び
取
得
見
込
者

※
日
本
語
指
導
経
験
者
は
採
用
に
優
遇

勤
務
内
容　

教
育
セ
ン
タ
ー
適
応
指

導
教
室
の
通
室
生
へ
の
学
習
補

助
お
よ
び
小
・
中
学
校
で
日
本

語
を
不
得
手
と
す
る
外
国
か
ら

の
児
童
・
生
徒
の
支
援

勤
務
日
時　

月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
３
時
（
１
日
５
時
間
、

年
間
１
９
８
日
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

採
用
日　

平
成
27
年
４
月
か
ら

申
・
問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

指
導
係
ｔ
内
線
５
３
２

埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校
臨
時
的
任

用
教
職
員
・
非
常
勤
講
師
の
募
集

　

平
成
27
年
度
の
公
立
小
・
中
学
校
に

お
け
る
教
職
員
の
欠
員
補
充
や
、
育

児
休
業
、
病
気
な
ど
に
よ
り
勤
務
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
教
職
員
の
代
替

な
ど
と
し
て
、
臨
時
的
任
用
教
職
員

お
よ
び
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

①
教
員
に
つ
い
て
は
教

員
普
通
免
許
状
、
学
校
栄
養
職
員

に
つ
い
て
は
栄
養
士
免
許
状
ま
た

は
管
理
栄
養
士
免
許
状
を
所
有
し

て
い
る
人
ま
た
は
取
得
見
込
み
の

人
、
②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
お

よ
び
学
校
教
育
法
第
９
条
の
欠
格

事
項
に
該
当
し
な
い
人

い
き
い
き
シ
ニ
ア
講
座

　

～
若
返
り
大
作
戦
！

～

　

き
れ
い
に
歳
を
重
ね
る
こ
と
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
座
で
す
。
講
座
に

参
加
し
て
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

き
れ
い
で
い
る
た
め
の
コ
ツ
を
学
び

ま
せ
ん
か
？

㊐　

２
月
９
日
月
、
16
日
月
、
23
日

月
、
３
月
２
日
月
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
計
４
回
）

場　

中
央
公
民
館

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動
制

限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

①
運
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

、

②
美
を
保
つ
ヒ
ケ
ツ
（
お
し
ゃ
れ

教
室
）、
③
か
ら
だ
の
中
も
き
れ

い
に
な
ろ
う
（
栄
養
講
座
）、
④

笑
う
こ
と
が
な
ぜ
い
い
の
？
（
落

語
鑑
賞
）

定　

各
30
人
（
先
着
順
、
全
日
程
参

加
で
き
る
人
を
優
先
）

※
男
性
は
①
、
③
、
④
へ
参
加
で
き

る
人
を
優
先
し
ま
す
。

申
・
問　

１
月
８
日
木
か
ら
役
場
高

齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係
ｔ

内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１
５
７

へ
申
込
み

健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

自
分
の
筋
肉
量
を
知
り
、
自
分
に

合
っ
た
食
事
や
運
動
に
つ
い
て
、
学

び
ま
す
。

㊐　

２
月
９
日
月
午
後
１
時
30
分
～

４
時
、
２
月
27
日
金
午
前
10
時

～
正
午
、
３
月
９
日
月
午
後
１

時
30
分
～
４
時
（
全
３
回
）

場　

東
公
民
館
会
議
室

対　

町
内
在
住
・
在
勤
者

定　

先
着
20
人

講
師　

柴
崎
智
美
さ
ん
（
埼
玉
医
科

大
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
代
表
）

料　

無
料

申
・
問　

１
月
15
日
木
午
前
９
時
か

ら
東
公
民
館
ｔ
２
９
５
―
２
２ 

７
７
へ
申
込
み
（
電
話
可
）

「
こ
ど
も
の
矯

き
ょ
う
せ
い正

歯
科
治
療

に
つ
い
て
」
講
演
会

　

坂
戸
保
健
所
で
は
、
歯
科
矯
正
を

※
応
募
の
際
は
「
希
望
調
書
」
の
提

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

埼
玉
県
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ｈh

ttp
:/

/
w

w
w

.p
re

f.s
a
ita

 

m
a
.lg

.jp
/
k
yo

u
ik

u
/

）
を
ご
覧
に

な
る
か
、
次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　

毛
呂
山
町
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ｔ
内
線
５
３
２
、
埼
玉
県
教

育
局
西
部
教
育
事
務
所
人
事
・
学

事
担
当
ｔ
２
４
２
―
１
８
０
５
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

考
え
て
い
る
、
ま
た
は
歯
科
矯
正
中

の
子
ど
も
（
小
学
校
３
年
生
ま
で
）

の
保
護
者
や
ご
家
族
、
関
係
者
を
対

象
に
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
矯

正
歯
科
治
療
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
せ
ん
か
。

㊐　

２
月
３
日
火
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場　

坂
戸
保
健
所
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

真
野
樹
子
歯
科
医
師
（
明
海

大
学
病
院
矯
正
歯
科
）

定　

先
着
40
人

料　

無
料

申
・
問　

１
月
５
日
月
か
ら
坂
戸
保

健
所
母
子
保
健
担
当
ｔ
２
８
３

―
７
８
１
５
で
受
付
（
電
話
可
）

ひ
と
り
親
の
た
め
の

 

パ
ソ
コ
ン
教
室

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
に
向

け
、
就
業
に
必
要
な
技
能
と
知
識
を

習
得
し
、
就
職
活
動
を
充
実
さ
せ
る

機
会
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
行

い
ま
す
。

㊐　

１
月
28
日
水
、
29
日
木
午
前
10

時
～
午
後
４
時
（
全
２
回
）

場　

わ
か
ば
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

（
東
武
東
上
線
若
葉
駅
よ
り
徒
歩

１
分
）

内
容　

選
べ
る
パ
ソ
コ
ン
基
礎
コ
ー

ス
（
ワ
ー
ド
か
エ
ク
セ
ル
の
選
択
）

対　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦

料　

無
料

定　

20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
に 

①
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
第
６
回
）、

②
郵
便
番
号
・
住
所
、
③
氏
名
、 

④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
を
明
記
し

て
、
１
月
14
日
水
（
必
着
）
ま
で

郵
送
（
〒
３
３
０
―
０
０
７
４
さ

い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
５
―

６
―
５
埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎

内
（
公
財
）
埼
玉
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
）
。
ま
た
は
、
電
子

メ
ー
ル
（
ｈin

fo
.@

s
a
ib

o
re

n
.

o
r.jp

）
で
申
込
み

問　

（
公
財
）
埼
玉
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
ｔ
０
４
８
―
８
２
２

―
１
９
５
１

や
さ
し
い
成
年
後
見
教
室

㊐　

１
月
31
日
土
、
２
月
21
日
土
、

28
日
土
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分
（
全
３
回
）

場　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容　

成
年
後
見
人
と
は
、
後
見

人
の
心
構
え
と
後
見
人
の
仕
事
、

後
見
人
と
し
て
判
断
が
難
し
い

問
題
な
ど

※
参
加
者
の
う
ち
希
望
者
に
は
、
個

別
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

定　

先
着
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

料　

無
料

申
・
問　

１
月
６
日
火
～
27
日
火
に
、

公
益
社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
埼
玉

支
部
ｔ
０
４
８
―
８
４
５
―
８ 

５
５
１
へ
申
込
み

高
麗
郡
建
郡
１
３
０
０
年
記
念
事
業 

Ｊ
Ｒ
貸
切
特
急
で
行
く
大
磯
巡
り

　

今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
、
関
東

近
辺
に
居
住
し
て
い
た
高こ

う

く

り

句
麗
か
ら

の
渡と

ら
い
じ
ん

来
人
が
集
め
ら
れ
、
日
高
市
を

中
心
に
高
麗
郡
が
建
郡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
軌き

せ

き跡
を
探
訪
す
る
ツ
ア
ー
を
開

催
し
ま
す
。

日
に
ち　

２
月
14
日
土

時
間　

Ｊ
Ｒ
高
麗
川
駅
発
午
前
８
時

48
分
、
午
後
６
時
28
分
帰
着
予
定

料　

大
人
６
０
０
０
円
、
小
学
生

４
０
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

申
・
問　

１
月
30
日
金
ま
で
に
電
話

で
、
日
高
市
観
光
協
会
事
務
局

（
日
高
市
産
業
振
興
課
内
）
☎
０ 

４
２
―
９
８
９
―
２
１
１
１
ま

で
申
込
み

新
春

武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り

　

武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
は
、
健

康
づ
く
り
と
招
福
・
長
寿
・
蓄
財
を

祈
願
し
て
歩
く
12
・
6
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
で
す
。
七

福
神
を
め
ぐ
っ
て
多
く
の
福
を
手
に

し
、
幸
せ
な
１
年
の
ス
タ
ー
ト
に
し

ま
せ
ん
か
。

日
に
ち　

1
月
４
日
日

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
10
時

30
分

受
付
場
所　

法
恩
寺
（
越
生
町
大
字

越
生
７
０
４
）

※
詳
し
く
は
、
越
生
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ｈh

ttp
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.o

g
o
 

s
e
.s

a
ita

m
a
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
ｔ
２
９
２

―
３
１
２
１
内
線
１
４
５

健 康 ま つ り
問　保健センター　ｔ（294）5511

もろ丸くんも登場！

もろ丸くんと一緒に「ともろー体操」をしてみよう！

日　時　２月15日（日）午前９時～正午

場　所　保健センター

各コーナー全て無料です

●医師健康相談　●薬剤師相談　●栄養相談

●食事バランスガイドＰＲ　●がん検診ＰＲ

●国民健康保険・特定健診ＰＲ

●フッ化物洗口（うがい）　●血管年齢測定

● ともろー体操ＰＲ（午前9時30分から体操を 

実施します）

●健康食試食（午前10時に配布します）

● 骨密度測定（当日整理券を午前9時と10時30 

分の２回に分けて配布します）

～下記のコーナーは申込みが必要です～

●歯周病検診（対象は40歳以上の人）

● 歯っぴー検診（対象は40歳未満）

申込み　1月8日（木）から保健センターで受付

※駐車場が少ないため、お車で来場の場合は乗り合

わせでご来場ください。
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INFORMATION

法
務
局
に
お
け
る
登
記
相

談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

法
務
局
で
は
、
平
成
27
年
１
月

５
日
月
か
ら
登
記
に
関
す
る
相
談

に
つ
い
て
、
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
す
。

　

不
動
産
登
記
（
相
続
登
記
や
住

宅
ロ
ー
ン
完
済
に
よ
る
抵
当
権
抹

消
登
記
な
ど
）
お
よ
び
商
業
・
法

人
登
記
（
会
社
設
立
・
役
員
変
更

登
記
な
ど
）
の
申
請
手
続
き
に
関

す
る
相
談
者
は
、
事
前
に
電
話
で

の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
・
問　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

坂
戸
出
張
所
ｔ
２
８
１
―
０
３ 

４
２
、
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

法
人
登
記
部
門
ｔ
０
４
８
―
８ 

５
１
―
１
０
４
０

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の 

成
年
後
見
無
料
相
談
会
・
講
演
会

【
相
談
会
】

㊐　

１
月
18
日
日
午
前
11
時
～
午

後
４
時

面
接
相
談　

川
越
会
場
（
川
越
市

東
上
パ
ー
ル
ビ
ル
ヂ
ン
グ
／
Ｊ

Ｒ
川
越
駅
西
口
徒
歩
１
分
）
ほ

か
４
か
所
（
予
約
制
）

電
話
相
談　

ｔ
０
４
８
―
８
７
２
―

８
０
５
５
（
相
談
日
当
日
の
み
）

料　

無
料

相
談
例　

「
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が

心
配
」
、
「
遺
産
分
割
協
議
を
し

た
い
が
、
父
が
認
知
症
で
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
」
、
「
知
的
障
が

い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が
心

配
」
な
ど

【
講
演
会
】

㊐　

１
月
18
日
日
午
前
９
時
30
分

～
10
時
45
分

場　

川
越
会
場
ほ
か
１
か
所

内
容　

成
年
後
見
お
よ
び
相
続
に

つ
い
て

【
共
通
事
項
】

申
・
問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ
０ 

４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

原
発
事
故
被
害

 

全
国
一
斉
１
１
０
番

㊐　

２
月
11
日
祝
午
前
10
時
～
午

後
４
時

内
容　

全
て
の
避
難
者
を
対
象
と

し
た
、
司
法
書
士
に
よ
る
電
話

相
談
会

相
談
電
話
番
号　

ｔ
０
１
２
０
―

６
０
０
―
１
６
７
（
開
催
当
日

だ
け
通
話
可
能
な
相
談
会
専
用

電
話
番
号
で
す
）

主
催　

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会

問　

ｔ
０
４
８
―
７
９
９
―
２
３ 

０
４
押
井
司
法
書
士

賃
貸
ト
ラ
ブ
ル
無
料
電
話
相
談

㊐　

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
後

６
時
～
８
時

相
談
事
例　

敷
金
返
金
、
原
状
回

復
、
家
賃
の
滞
納
、
土
地
・
建

物
の
明
け
渡
し
な
ど

相
談
電
話
番
号　

ｔ
０
４
８
―
８ 

３
８
―
１
８
８
９

主
催　

埼
玉
司
法
書
士
会

問　

埼
玉
司
法
書
士
会
ｔ
０
４
８

―
８
６
３
―
７
８
６
１

「
養
光
保
育
園
」
園
庭
開
放

㊐
／
1
月
14
日
水
・
３
月
18
日
水

午
前
10
時
～
11
時　

場
／
養
光
保

育
園
（
０
歳
児
は
養
光
保
育
園
分

室
）　

対
／
未
就
園
児
の
親
子　

料
／
無
料　

申
・
問
／
前
日
ま
で

に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６
―
１
４ 

７
３
に
申
込
み

「
県
連
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

交
流
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

埼
玉
県
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟

主
催
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
交
流
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
世
界

の
民
族
舞
踊
（
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
）
を
見
学
に
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐
／
２
月
７
日
土
午
後
１
時
～
３

時
30
分　

場
／
越
生
町
中
央
公
民

館
（
体
育
室
）　

料
／
無
料　

持

ち
物
／
上
履
き　

問
／
越
生
・
毛

呂
山
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
絡
会
ｔ

２
９
４
―
６
６
９
７
岡

「
川
角
太
極
拳
ク
ラ
ブ
」

無
料
体
験
教
室

　

太
極
拳
は
、
そ
れ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
に
応
じ
て
筋
力
・
柔
軟
性
・
バ

ラ
ン
ス
能
力
を
高
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
40
代
～
80
代
の
会

員
で
無
理
な
く
身
体
を
動
か
し
て

い
ま
す
。
い
つ
で
も
体
験
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

㊐
／
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
～
正

午　

場
／
東
公
民
館　

持
ち
物
／

運
動
靴　

問
／
ｔ
２
９
４
―
５
２ 

８
２
中
村

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル

「
つ
る
か
め
」
会
員
募
集

　

私
た
ち
は
、
懐
か
し
い
想
い
出

の
曲
や
最
近
の
ヒ
ッ
ト
曲
を
楽
し

み
な
が
ら
歌
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

月
ご
と
に
新
曲
を
１
曲
選
び
、
挑

戦
も
し
て
い
ま
す
。
入
部
者
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐
／
毎
月
第
１
・
２
・
３
金
曜
日

午
後
１
時
～
４
時　

場
／
中
央
公 

民
館　

会
費
／
月
額
５
０
０
円
（
入 

会
金
な
し
）　

問
／
ｔ
０
９
０
―

６
９
４
６
―
６
９
０
２
斎
藤

「
健
康
体
操
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集

　

さ
わ
や
か
な
汗
を
か
い
て
、
楽

し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
！

㊐
／
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
午
後

１
時
～
３
時
（
部
屋
が
取
れ
た
場

合
、
第
１
・
３
火
曜
日
も
実
施
し

ま
す
。
活
動
日
の
参
観
可
）　

場

／
中
央
公
民
館　

持
ち
物
／
シ
ュ 

ー
ズ
・
バ
ス
タ
オ
ル　

講
師
／
吉

田
恭
子
さ
ん　

会
費
／
月
額
２
０ 

０
０
円
（
入
会
金
５
０
０
円
）　

問
／
ｔ
２
９
５
―
０
３
５
７
田
中

城
西
健
康
市
民
大
学

「
一
日
体
験
入
学
」

㊐
／
２
月
14
日
土
午
前
９
時
30
分
～

正
午　

場
／
城
西
大
学
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ　

内

容
／
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～
基
本
種
目

の
復
習
～　

講
師
／
平
塚
潤
准
教

授　

対
／
大
学
近
隣
市
町
村
在
住
・

在
勤
者　

持
ち
物
／
運
動
着
、
屋

外
・
屋
内
用
シ
ュ
ー
ズ
な
ど　

料
／

無
料　

申
・
問
／
１
月
13
日
火
～
２

月
６
日
金
ま
で
に
城
西
健
康
市
民
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毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771

大
学
ｔ
２
７
１
―
７
７
１
３
、
ｆ

２
７
１
―
８
０
２
８
へ
申
込
み

『
第
23
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ 

ィ
ー
バ
ザ
ー
』
ご
協
力
の
お
願
い

　

バ
ザ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
バ
ザ
ー
用
品

を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
日
時
／
２
月
15
日
日
午
前
10

時
～
午
後
２
時　

搬
入
・
準
備
／
14

日
土
午
前
10
時
か
ら　

会
場
／
ウ
ィ

ズ
も
ろ
や
ま　

用
品
の
種
類
／
日
用

品
、
雑
貨
、
食
器
、
野
菜
と
食
品
、

寝
具
・
タ
オ
ル
類
な
ど
（
大
型
家
具 

・
家
電
製
品
な
ど
は
取
り
扱
え
ま
せ 

ん
）　

問
／
児
童
養
護
施
設
神
愛
ホ 

ー
ム
・
神
愛
ホ
ー
ム
後
援
会
（
大
谷 

木
２
１
４
―
１
）
ｔ
２
９
４
―
０
０ 

４
０講

演
会
「
里
山
資
本
主
義

の
ス
ス
メ
」

　

「
里
山
資
本
主
義
」
と
は
、
休
眠

資
産
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
原
価
０

円
か
ら
の
経
済
再
生
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
復
活
を
果
た
す
現
象
で
す
。
こ
の

講
演
会
は
、
里
山
再
生
の
ヒ
ン
ト
を

得
ら
れ
る
講
演
会
で
す
。

㊐
／
２
月
７
日
土
午
後
１
時
30
分
開

場
、
２
時
開
演　

場
／
駿
河
台
大
学

７
４
０
５
教
室
（
駐
車
場
あ
り
）　

講
演
者
／
井
上
恭
介
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）　

料

／
無
料　

定
／
５
０
０
人　

問
／
飯

能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ｔ
０
４
２
―

９
７
４
―
３
６
１
１
小
清
水

「
第
８
回
彫
刻
教
室

 

（
ミ
ニ
凧
）
」
参
加
者
募
集

　

か
わ
い
い
ミ
ニ
凧
を
作
り
ま
せ
ん

か
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
芸
大
出
身
者
が

指
導
し
ま
す
。

㊐
／
１
月
31
日
土
午
後
１
時
～
４
時 

場
／
三
和
タ
ジ
マ
工
場
内
（
川
角
４ 

８
４
）　

料
／
５
０
０
円
（
材
料

代
）　

申
・
問
／
三
和
タ
ジ
マ
株

式
会
社
ｔ
０
３
―
５
９
５
４
―

５
８
６
６
イ
ヨ
ダ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

参
加
者
募
集

㊐
／
1
月
25
日
日
・
３
月
８
日
日

午
前
９
時
～
正
午
ご
ろ　

場
／
総

合
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

料
／
無
料　

対
／
小
学
生
男
女

（
年
長
さ
ん
お
よ
び
中
学
生
は
要

相
談
）　

持
ち
物
／
運
動
が
で
き

る
服
装
、
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
な
ど　

申
／
事
前
電

話
（
住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
連
絡
）
ま
た
は
当
日
直
接

会
場
へ　

問
／
ｔ
０
９
０
―
３
４ 

０
１
―
９
８
８
３
平
野

入札参加資格審査申請の受付について

■西入間広域消防組合

受 付 期 間　２月2日（月）～13日（金）　午前９時～11時30分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）

受 付 場 所　西入間広域消防組合総務課総務担当

提 出 方 法　持参のみ受付（郵送不可）

申 請 書 類　 総務課総務担当で配布、または西入間広域消防組合ホームページ（ｈhttp://www.119nishiiruma.

jp/）からダウンロードできます。

業　　　　　　種　 業種の分類は建設・業務・物品その他の３種類です。 

※申請書類は、業種別に「建設工事（ブルー）、設計・調査（イエロー）、物品・その他（グリーン）」

と指定された色のA4ファイルにとじて、提出してください。

提 出 先 ・ 問 合 せ 　西入間広域消防組合総務課総務担当（毛呂山町岩井2451）ｔ（295）0147内線212

■毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

受 付 期 間　２月2日（月）～13日（金）　午前９時～11時30分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）

受 付 場 所　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合

提 出 方 法　持参または郵送（必着）

業種・申請書様式　 業種別に「建設工事（イエロー）、設計・調査・測量（グリーン）、物品・その他（グレー）」と指定 

された色のA4個別フォルダにとじて、提出してください。

要領・様式の配布　組合ホームページ（ｈhttp://www.mohgesuidou.or.jp/）からダウンロード

提 出 先 ・ 問 合 せ　毛呂山・越生・鳩山公共下水道組合総務担当（毛呂山町大字川角1510）ｔ（294）9333

■坂戸地区衛生組合

申 請 対 象 者　坂戸地区衛生組合競争入札参加資格者名簿登録希望者

受 付 期 間　2月2日（月）～27日（金）　午前９時～11時30分、午後１時～４時（土・日・祝日は除く）

提 出 方 法　持参のみ受付（郵送不可）

資 格 有 効 期 間　平成27年6月1日～平成29年5月31日

申請書類などの配布　1月15日（木）から坂戸地区衛生組合事務所にて配布

提 出 先 ・ 問 合 せ　坂戸地区衛生組合庶務係（坂戸市上吉田651―1）ｔ（283）3561
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子ども広場

子どもや親子で参加できるイベント、子育

て支援情報、健康診断などをご案内します！

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

４か月児健診 2月03日（火）

13:30から

H26. 9生

※対象者には事前に通知します。
10か月児健診 2月04日（水） H26. 3生

1歳6か月児健診 2月17日（火） H25. 7生

3歳児健診 2月18日（水） H23. 8生

育児学級 3月10日（火） 13:30から
乳幼児および

その保護者

内容/身体測定、育児相談、希望者のみ離乳食指

導　申/2月3日（火）から保健センターで受付

保健センター　ｔ（294）5511

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

遊びにおいでよ！

ぴょんぴょん広場

1月14日（水）

1月21日（水）

10:30

～11:30

２歳前後の幼児

と保護者

内容/体操、工作、体育あそびなど　申/不要

持ち物/親子とも室内シューズ

かるた遊び 1月10日（土）
10:00

～11:30
小学生

内容/彩の国21世紀郷土かるたを使っての遊

び　定/先着20人

※9:50までに児童館に集まってください。

父親クラブ

～みんなで楽しく！！ 

　　　そば打ち体験～

1月17日（土）
10:00

～12:00

幼児・小学生と

お父さん

（家族で参加も大

歓迎）

内容/そば粉を練って茹で上げるまで、気軽に

楽しみながら「そば打ち」を体験します　

料/1人150円　定/先着7家族または20人　

申/1月8日（木）～15日（木）に参加費を添えて

児童館へ申込み

※お釣りのないようにご協力ください。

児童館　ｔ（295）4111　1月の休館日：毎週日・月曜日、祝日、1日（木）～5日（月）

名　称 日　程 時　間 対　象 内　容

子ども映画会

「マダガスカル3」
1月10日（土）

14:00

～15:30
どなたでも

内容/ひょんなことから指名手配されてしまっ

たライオンのアレックス達は、サーカスに逃

げ込む。必死で愉快な逃亡劇から目が離せな

い！　場/2階視聴覚室　定/先着50人

おおきなポッケ
1月06日（火）

2月03日（火）

11:00

～11:30
2～３歳

内容/絵本の読み聞かせ、手あそび、紙芝居な

ど　場/１階おはなしコーナー

おはなしポッケ 1月27日（火） 
11:00

～11:30
0～3歳

内容/わらべうた、手あそび、　絵本の読み聞

かせなど　場/１階おはなしコーナー

※小さなお子さんのためのおはなし会です。

おはなしのクレヨン

おはなし会
1月24日（土） 

14:00

～14:30

3歳～小学生

※小さなお子さ

んは保護者同伴

内容/おはなし「ねことねずみ」ほか　場/2

階視聴覚室

図書館　ｔ（295）1015　1月の休館日：1日（木）～4日（日）、13日（火）、19日（月）、26日（月）
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日にち 医療機関名 専科 住所 電話
2/11祝 初野医院 内科 長瀬 718 294-7713

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38ｔ276-1465）は、救急部が日曜・祝日を問わず、救急患者を受け入れています。

■2月の在宅当番医（午前9時～正午）

保健センターだより 保健センターｔ（294）5511

ぼくらの

キ
ャ
ン
パ
ス

№
３
９
１　

光
山
小
学
校

５
年　

高
島　

唯ゆ
い

さ
ん

「鳥のおなかから…」

３
年　

井
上　

柊
し
ゅ
う

く
ん

「まほうのねずみとまじゅつし」

４
年　

弓
田　

勝か

つ

き輝
く
ん

「星をつかんだかいぞくせん」

㊐　2 月 22 日（日）午前・午後

対　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上

料　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円

※クーポン券がある人は無料です。

※お子さんの保育あり。

※希望者に血管年齢測定を実施します（無料）。

定　先着 120 人

申　1 月 7 日（水）から受付

（受診回数/2年度に1回）乳がん・子宮頸
けい

がん検診

実施月　2月

申　1月9日（金）～ 19日（月）

対　後期高齢者医療制度の加入者（平成26年9月末ま

でに加入している人）

内容　問診、身体計測、血圧測定、尿検査、血液検査、

医師の診察など

料　500円

定　35人

手順　①保健センターに電話で申し込み、郵送で受診券

を受取る　②医療機関を選び、予約をして受診

※受診当日は、保健センターから届いたすべての書類を

医療機関へご持参ください。

場　次のなかから１か所を選択

　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニッ

ク、根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木

台クリニック、市川医院、越生メディカルクリニック、

かあいファミリークリニック

（受診回数/1年に1回）個別健康診査

◆生活保護受給世帯の人は無料で検診を受けること

ができます。申込み時にお申し出のうえ、当日は、

必ず印鑑と受給者証をご持参ください。
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２ 月 の 相 談 コ ー ナ ー

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

児 図歴児体

・3月分総合公園予約日
　場総合公園

・おおきなポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・子どもの歯科矯正講演会
　場坂戸保健所→P18

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・3月分体育施設調整会議
　場総合公園
・町立中学校入学説明会
　場両中学校→P13
・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・大人のためのおはなし会
　場図書館→P16

・ 毛呂山小学校、 
川角小学校、 
泉野小学校入学説明会 
場各小学校→P13

・ 毛呂山町合併60周
年記念式典 
場ウィズもろやま

8 9 10 11 建国記念の日 12 13 14児 図歴児体 　 児 図歴

・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P18
・健康づくりプロジェクト
　場東公民館→P18

・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館　
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館
・光山小学校入学説明会
　場光山小学校→P13

・子ども映画会
　場図書館

15 16 17 18 19 20 21児 図歴児体

・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・健康まつり
　場保健センター→P19

・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P18

・おはなしポッケ
　場図書館
・幼児クラブ火曜コース
　場児童館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館

・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・東公民館ふれあい文化祭
　場東公民館

22 23 24 25 26 27 28児 図歴児体

・音楽のおくりもの
　場ウィズもろやま
・休日納税相談・納入窓口
　場役場
・東公民館ふれあい文化祭
　場東公民館

・いきいきシニア講座
　場中央公民館→P18

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館
・おはなしポッケ
　場図書館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館　

・介護予防サポーター
　養成講座
　場東公民館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館

・健康づくりプロジェクト
　場東公民館→P19

・おはなし会
　場図書館　

行事カレンダー2 月の
毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

成人健康相談
心と体についての健康相談

㊐　2月10日（火）　9:00～12:00　場　保健センター

㊐　2月24日（火）　9:30～11:30　場　役場町民ホール

電話相談

㊐　月～金曜日（祝日を除く）　9:00～17:00

問　保健センターｔ（294）5511

心配ごと相談
生活上の悩み、困りごとなどの相談

㊐　毎週水曜日　10:00～12:00

場　ウィズもろやま（福祉会館）

問　社会福祉協議会ｔ（295）3111

消費生活相談
消費生活コンサルタントによる相談や情報提供

㊐　毎週火曜日　10:00～15:00

場　役場相談室

問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112内線171

人権・行政相談
人権問題、行政に関する苦情などの相談

㊐　2月12日（木）　13:30～16:00

場　役場会議室

問　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112内線313

法律相談
土地家屋、交通事故、金銭貸借や補償、相続などの相談

【弁護士】（要予約）

㊐　2月9日（月）、24日（火）　13:30～16:00

【行政書士】

㊐　2月18日（水）　10:00～15:00

場　役場会議室

問　役場総務課自治振興係ｔ（295）2112内線313

教育相談
不登校、いじめ、しつけなど教育に関する相談

㊐　月～金（祝日を除く） 　10:00～16:30

場　教育センターｔ（295）2525※電話相談可

図図書館　
歴歴史民俗資料館　
児児童館　

体�町内体育施設 

（総合公園体育館・テニスコート・グラウンド、大類グラウンド・ソフトボールパーク
川角公園、西戸・川角・岩井・目白台の各グラウンド、弓道場 ）

施設のお休みマーク
場＝場所
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役場からのお知らせｉ
■毎週水曜日は、税務課・住民課・子

ども課・高齢者支援課・福祉課・水道

課で、午後７時まで窓口業務を行って

います。

■ウェブサイト用

　QR コード

■広報もろやまは、役場ホール、両公

民館、図書館、保健センター、教育セ

ンター、総合公園体育館、歴史民俗資

料館、福祉会館、町内各駅などに置い

てあります。

図書館

　今月のオススメの一冊！

　昨年度から、広報紙の発行が１日にな

りました。この号の発行は、今年は 12

月 26 日。発行が早いため、作成日がと

ても短いのには、さすがにまだ慣れませ

ん。師走の忙しさを実感しました。（I）

編 集 後 記

ほしいもの！　あげたいもの！

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と 

う
！
　

今
年
も
よ
ろ
し
く
ね
☆ 

　

今
回
は
、
ぼ
く
か
ら
み
ん
な
に
お

知
ら
せ
が
あ
る
よ
！　

も
う
知
っ
て

い
る
お
友
達
も
多
い
か
も
知
れ
な
い

け
ど
、
ぼ
く
に
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
が
出

来
ま
し
た
！　

『
ぼ
く
が
愛
す
る
ゆ

ず
の
里
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
ス

テ
キ
な
ダ
ン
ス
も
あ
る
ん
だ
よ
～
☆

　

こ
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
に
は
、
ぼ
く
の
初
め
て
の
マ

ン
ガ
が
書
い
て
あ
る
ん
だ
☆　

他
の

こ
こ
で
は
、
ぼ
く
や
役
場
へ

の
お
便
り
を
募
集
し
て
る
ん

だ
♪ 

郵
送
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

な
ど
で
送
っ
て
ね
。
図
書
館
と
児
童

館
に
は
専
用
の
ポ
ス
ト
が
あ
る
ん
だ

よ
！　

お
返
事
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
す
る
か
ら
ね
！
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ぼ
く
の
グ
ッ
ズ
と
い
っ
し
ょ
に
、
役

場
の
産
業
振
興
課
で
販
売
中
だ
よ
☆

ダ
ン
ス
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ　

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ｈ�

h
ttp
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u
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b
e
.c

o
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で
公
開
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だ
よ
～
！
「
も
ろ
丸　

公
式
」
で
検 

索
し
て
ね
。
み
ん
な
も
覚
え
て
い
っ

し
ょ
に
踊
ろ
う
！

人の動き
　人口　35,343 人（－ 31 人）

　　男　17,635 人（－ 25 人）

　　女　17,708 人（－ 06 人）

　世帯　15,769 戸（－ 25 戸）

※平成 26 年 12 月 1 日現在

※（カッコ）内は前月比

『料理と栄養の科学』

～「おいしい！」を解き明かす　　

 100 のコツと真実～

山根荘趣味の会等定例行事

１月の休館日
1日 2日 3日 4日 10日 11日 12日
17日 18日 24日 25日 31日

ペ タ ン ク お休み

声を出す会   7日 21日

民踊同好会   9日 26日

俳 句 の 会
  9日 23日【季語：松の内（まつ 
のうち）、笑初（わらいぞめ）】

囲碁・将棋の会
  7日   9日 14日 16日 21日
23日 28日

お 茶 の 会 16日

ダンス同好会 16日

三味線・民謡の会   8日 15日

手 芸 の 会  14日 28日

カラオケ同好会
   5日 19日
 23日（厚年カラオケ）

吟 友 会  14日 28日

書 道 の 会  14日 28日

舞わかば会  14日 28日

FD カトレア    9日 23日

健康体操（役場主催）  16日

押し花の会    5日

桜 扇 の 会    8日 26日

PC ク ラ ブ    5日 19日

光 華 の 会    7日 21日

もろ丸くんと

いっしょ！

お便りコーナー

町税・保険料１月の納期

国民健康保険税　　　　　7 期

介護保険料　　　　　　　8 期

後期高齢者医療保険料　　7 期

　　　　　　　（2 月 2 日納期限）

納期限内に忘れずに納めましょう。

●ゆずりたい物

・ハイカットスニーカー（男児用・21㎝）（中古・無料）・長靴（男児用・黒・22

㎝）（中古・無料）・子供用自転車（24インチ）（中古・無料）・ランドセル（黒）

（中古・無料）・水色ハコー（学校の机の引出しに入れるもの）（中古・無料）・

回転式イス（新品・無料）・洗濯機（中古・無料）・冷蔵庫（中古・無料）・七段飾

り雛人形（中古・無料）・ダイエット用ロデオマシーン（中古・相談）

●ゆずってほしい物

・ＭＤプレーヤーまたはＭＤコンポ（中古・相談）・MDウォークマン（中古・

無料）・うす（中古・無料）

紹介したい品物がありましたら、お気軽にお申し込みください。また、交渉が

成立した場合には、必ずご連絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　役場産業振興課商工観光係ｔ（295）2112内線175

　渋川　祥子、牧野　直子／監修　　
新星出版社／出版　　

山根荘バザーを２月17日（火）、18日（水）、19日（木）に開催します。
皆さんのご来場をお待ちしています！

※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。

※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。

問　老人福祉センター山根荘 ｔ（294）5545

「い つも何気なく作っている料理の 

コツを、科学的

に解き明かします。 こ 

うすればもっとおいしい、 

体にいい！　『そうだっ

たんだ』と目からうろ 

こが落ちる一冊です。」
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　「わがやのアイドル」募集中！
申・問　役場秘書広報課広報広聴係ｔ内線332
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　羊は十二支のひとつでもあり、

大変なじみ深い動物です。しかし、

日本での牧羊の歴史は 100 年ほど。

8,000年以上と言われる世界の羊牧

の歴史と比べると、とても短いも

のです。日本書紀の時代から日本

に羊は渡ってきたようですが、湿

気の多い風土が羊牧には向かず、明治維新後、日本人が本格

的にウールを含む洋服を着るようになってから、ようやく本

格的に国産の羊毛産業が始まりました。

　純粋なウールは、保温性・保湿性に優れ、抗菌・消臭作用

があるなど、とても優れた繊維です。今、これを読みながらウー

ル製品を身に着けている人もいるのではないでしょうか。

　椿の蜜
みつ

を求めてやってきためじろが、花から花へ移り渡っているシーンです。羽ばたく瞬間を

捉えられたこのめじろは、蜜を求めて家々の並ぶ住宅地まで、やってきたのでしょうか。雪や霜

が写らずとも、毛呂山町の冬らしい一瞬です。

　（撮影地　岩井）

「花から花へ」　田中　志次さん（平山）
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彩もろやま魅力　　発見

♥

ウール

　結衣は我が家の宝物。皆に愛されス

クスク育ちました。次々とできること

が増え、これからの成長がとても楽し

みです。結衣、パパとママのところに

生まれてきてくれてありがとう！

表紙 ： 「産業まつり （第５代ゆず娘コンテスト）」

松
本　

結ゆ

い衣
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
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